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W　調　査　結　果

　調査対象地域で得られた植生調査資料と，隣接地域の植生調査資料，未発表調査資料をもとに

組成表による群落区分と隣接地域の対応群落が比較検討され，自然植生では8群集と8群落代

償植生では7群集と16群落が区分された。さらに区分された群集及び群落は具体的な位置とその

広がりが縮尺！：10000の現存植生図に描かれた。

D　植　物　群　落

A　自然植生

Nat廿rliche　Vegeねtion

　人間の干渉を一切うけていない，あるいはうける直前の植生を原（始）植生という。現存して

いる植生では地球というグローーバルな生物圏を対象にしても，原（始）植生は存在しないと言わ

れている。それほど人間の影響は広く地球上におよんでいると考えられる。自然植生の抽象的概

念はその本質では原（始）植生と一致する。したがって厳密な意味での自然植生はほとんど残さ

れていない。ここでは自然植生に近い種組成を持つ植物群落が自然植生の中に含めてとりあっか

われている。

　自然植生は，全ての野外要因の組み合わせによって帰納的に把握する事ができる。すなわち，

自然植生は，生命集団の側から総合的に環境を指標する植物群落であるといえる。

　1、ヤブコウジースダジイ群集

　Ardisio－Castanopsieもum　sieわold童圭Suz．・了ok・　1952（Tab，3）

　大磯丘陵や金目台地の肩部，あるいは海岸の古砂丘上の一角に，高木層に葉裏が金褐色で明る

い黄緑の：丸い樹冠をもつ常緑広葉樹のスダジイが優占する林分がみられる。樹高12～22mと比較

的高いが，林冠が明るいため林内は乾燥しやすい。平塚布では面積も狭く，残存林分は少ないが

神奈川県では三浦半島をはじめ鎌倉市・藤沢市などに点在している。このような，高木層にスダ

ジイが優与してしている植分は平塚市内の他の常緑広葉樹林一タブ林一と，ツルグミ，トベラを

地域区分種としてヤブコウジースダジイ群集にまとめられる。

　平塚市におけるヤブコウジースダジイ群集は樹高12～22mと比較的高く，高木層の植被率は70

～90％と大きい。スダジイに混じってタブノキが被度1～3に生育しており，平塚市，茅ケ崎市

及び藤沢市の一部のスダジイ林に共通してみられる。低木層にアオキ，ヤブツバキ，ピサカキ，

ネズミ・モチなどの常緑植物が多く，40～70％の植被率で生育している。草本層は人為的影響によ

り植被率が異なる。
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　　　　　Fig．7　ヤブコウジースダジイ群集断面模式
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　ヤブコウジースダジイ群集はさらにウラジロガシ，ジュズネノキで区分されるジュズネノキ地

域亜群集とヤブラン，モチノキで区：分されるモチノキ地域亜群集に下位区：分される。

　ジュズネノキ地域璽群集は大磯丘陵東端の浅間山から高麗山の中間で大磯町と平塚市の境界付

近の風背地側に生育している。尾根部から丘陵肩部にかけて凸状地に生育しているのがみられる。

大磯丘陵の風霜地温は関東ローム層が厚く堆積している。したがって土壌の保水力が比較的良好

で，海岸近くにはりだした低山地とあいまって，関東地方内陸部に生育するシラカシ，アカガシ，

ウラジロガシなどの優占するカシ林にわずかに類似した立地条件となっている。したがってジュ

ズネノキ地域彌群集はスダジイ林からシラカシ林に移行する地域に生育するアカガシ藤群集（宮

脇他1972）の一部と考えられる。類似した林分は逗子市神武寺付近の低山地の尾根部にみとめら



38

れる。浅間山では海洋に面した爾斜面及び北斜面で植生の配分がわずかに異なる。南斜面ではス

ダジイ林が発達しているが北斜面ではウラジロガシ，ダンコウバイ，ケンポナシ，ハナイカダな

ど適湿地を好む温帯性の植物の生育がみられる。コナラ林も同様で南斜面はスダジイ林の代償と

考えられるオニシバリーコナラ群集が，北斜衝ではカシ林の生育が可能であるか，あるいはスダ

ジイ林とシラカシ林の移行帯に多くみられるイヌシデーコナラ群落がみられる（p．73）。

　モチノキ地域亜群集は岡崎や土屋の台地二部や古記丘上の一部で調査された。モチノキ地域亜

群集は全国的な資料と比較すると神奈川県下でもっとも広くみられる典型亜群集にまとめられる

（宮脇他1972）。平塚市ではヤブラン，モチノキで区分されたが第ヨ紀層や古生層の地質を基盤

とする立地に～般にみられる。あるいは古砂丘上のように安定した砂質土上にも生育している。

平塚市董平の月しょう庵では昭和初期にスダジイ・クロマツをはじめとする常緑広葉樹を主とし

た樹種が植栽されたが，現在ではやブコウジースダジイ群集にまとめられる種組成の林分に復元

している。落葉かきなどの人為的：影響が加わっているため草本層は植被率5％ときわめて貧弱で

ある。

　ヤブコウジースダジイ群集は太平洋岸では福島県いわき市伺’近，臼本海岸では新潟県付近まで

沿海部に帯状に分布，生育している。嶋木的には太平洋岸では福島県相馬市まで植栽により北上

している。また富岡町でスダジイ優占林分がみられるが種組成的にはシキミーモミ群集にまとめ

られる（宮脇，藤原，原田1975）。日本海側では秋田県象潟市に単二的に植栽されている。

　ヤブコウジースダジイ群集は九州地：方以北に分布するヤブコウジースダジイ群団種群で構成さ

れ，特別の島山種を持たない。その典型的な三分は，伊豆半島以北に分布，生育するスダジイ林

で代表される。

　平塚市では自然林は，ほとんど残されていない。鎮守の森としての社寺林や，土地利用がしに

くいため，あるいは災害防除のため残されてきた丘陵地斜面の植生，さらに残存している復元途

上のヤブコウジースダジイ群集の植分は，厳密な意味での自然植生ではないが，自然に近い構成

種をもった植分として学術的に，景観的にあるいは，防災上さらに今後の環境保全林，観賞林の

モデルケースとしてきわめて価値が高い。

　従って現在残されている三分に対しては絶対的な保護を講じ，ふるさとの森の1代表として末

長く保全され，さらに新しい環境保全林のモデルケースの1つとして利用されることが望まれる。

　ヤブコウジースダジイ群集は，植物社会学的にヤブコウジースダジイ群団，ヤブッバキォーダ

ー，ヤブツバキクラスにまとめられる。

　2．　イノデータブ群集

　Polysも壼cho一皿achiletula　奮hunbergi圭　Suz．一Tok．1952（Tab．4）．

　高木層にタブノキの濃緑色の樹冠がうっそうとおおい，優摩した林分が平塚市幽部から北部に

かけて点在している。湿生地や適塵地に多く生育するケヤキ，ミズキ，ムクノキが高木層に混生

し，時にはタブノキよりもケヤキが優占する林分も平塚市にみられる。このような林分はタブノ
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キ，ケヤキ，エノキ，ムクノキ，ミズキを標徴種及び区分種としてイノデータブ群集にまとめら

れる。

　イノデータブ群集はタブノキが高木層に優占し，その樹冠が広く厚く森林上部を被うため，林

内における受光量は小さく，立地は適湿地である。したがって，林内の湿度は高く，低木層，草

本層における植物群に対し制限要因となるδまた低木層では耐陰性のアオキ，シロダモが高被度，

高常在度で優占し，草本層では，ラソ科植物やシダ植物が高常直面で生育している。とくに草本

層を構成している植物は，出現種数，被度ともに低い。

　このようなイノデータブ群集が成立する立地一一すなわち適湿で空気含有量が多い土壌を基盤

としているところ一に共通して生育している樹木は，常緑広葉樹下唇ではクスノキ科，ミズキ

科の植物をはじめ液果をもつ種類から構成されやすい。タブノキ，クスノキ，シロダモ，アオキ

などが共通する。反対に中性から乾性立地ではブナ科を中心とする堅果をもつ樹木が多い。シイ
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　　　　　　　Fig．8　イノデータブ群集断面模式
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林，カシ林などにその例がみられる。

　平塚市におけるイノデータブ群集はネズミモチ，モクレイシ，シラカシ，アカガシ，ナガバジ

ャノヒゲ，ツルマサキで区分されるアカガシ亜群集と特別な区：伊興をもたない典型亜群集に下位

区分される。参考のため隣接の茅ケ崎市の調査資料も組成表にくみいれられた。

　典型亜群集は関東地方をはじめ常緑広葉樹林北限地域のタブ林まで共通する植分で，平塚市で

は北金目，山下，平塚布に隣接する秦野市下大槻南平などの台地斜面にみられる。北から西向き

冷酒や沖積地の表層土が厚く堆積した立地に残存林分がみられる。古い屋敷林や墓地周辺部に残

されている。ケヤキが高木層に十度3と優課しており，また低木層にわずかにみられる。

　アカガシ亜群集は北金目の真田，北久保，弘法山不等院薬師寺，あるいは平塚市役所前の八幡

神社で記録された。典型亜群集に比較しシラカシ，アカガシが多く生育している。このような華

分は茅ケ崎市にも共通してみられる（Tab．4）。平塚市，茅ケ崎市は共通して，沖積低地はかって

の溺谷を起源としていること，さらに台地は関東ロームの影響を強くうけていることよりスダジ

イ林が成立しにくい（p．1！3）。平塚市では現在残されていないが，シラカシ林が生育しやすい状

態にあり，タブ林，シイ林，シラカシ林がそれぞれモザイク状に生育可能なため（潜在自然植生

図参照），現存するタブ林（イノデータブ群集）においても移行帯にあたる傘地がみられる。　し

たがってアカガシ亜群集もシイータブ林とシラカシ林の移行帯として考えられる。

　平塚市におけるイノデータブ群集は全体にスダジイが高木第1層から低木層に混生している林

分が多い。一般にタブ林にはスダジイが混生していないが，平塚市・茅ケ崎甫の地域的特性とし

てタブ林（イノデータブ群集），シイ林（ヤブコウジースダジイ群集），シラカシ林（シラカシ群

集）がモザイク状に配分可能な立地からなっていると考えられる。

　イノデータブ群集は太平洋岸では岩手県山田町まで，日本海側では青森県岩崎村まで分布して

いる。スダジイより北上しているが，これはタブノキの耐温度が他の常緑広葉樹よりも比較的高

いことも一因としてあげられる（酒井1975）。

　イノデータブ群集の安定した林分ではケヤキをはじめとする落葉樹は比較的少なく，タブノキ

が高木第1層に優遺している。ケヤキ，ミズキ，エノキなどの混生落葉樹は土壌がわずかに動く

立地に生育しやすい。すなわち土壌中の空気溶存度が高く適湿地に生育している。したがって安

定したイノデータブ群集林内では表層土の発達が良好で土壌動物などによる腐植質の分解撹乱に

より奪回の生態系のバランスが保たれる。落葉樹を保った林分では型幅群落にいたる以前のステ

ージの林分が多いと考えられる。

　イノデータブ群集域は，本来土壌の深い適湿からやや湿性地で，かつては平塚市の沖積地から

斜面にかけて広く被われていたものと考えられる。しかし，長い間続けられてきた人為的干渉に

より，特に沖積地は，農耕地・宅地として最適であるため，社寺林など一部を除いて，そのほと

んどが伐採され，市街地・工場地，畑等に置き替えられている。

　今後，環境問題を含め，多目的な森林の形成に対して土壌条件が恵まれていれば，着実に発達
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Phot．4墓地周辺に残されているタブノキ。沖積地ではきわめて少ない（平塚市平塚）。

　ぬ‘ゐ～／ε‘3伽〃加’9ガ～，die　Umgebung　des　Fried・fs　erha1亡e亡is亡（Hira亡suka）

し，時闘と共に益々多様な環境保全機能を発揮する常緑広葉樹林のイノデータブ群集は，典型的

なモデルタイプとして利用可能である。したがって現在，残されている残存林分も含めて，その

保護や復元が第一に望まれる。

　イノデータブ群集の上級単位は，ヤブコウジースダジイ群団，ヤブツパキオーダー，ヤブツバ

キクラスにまとめられる。

　3．　イロハモミジーケヤキ群集

　Acero－Zelkovetu韮1　逝韮yawakie重Kazue　Fujiwara　l970（Tab・5）

　V字漢谷やそれに近い谷の河川敷から傾斜面にかけて，傾斜地の崩壊により土壌や小編の堆積

した崖錐地，あるいは丘陵地の急傾斜の凹状地には，落葉広葉樹のケヤキやイロハーモミジが高木

第1層，高木第2層に優閲している林分がみられる。海抜500m付近のケヤキ林と異なり低木層

や草本層に常緑植物が優回して生育している。このようにイロハモミジやケヤキが優馴する植分

は，隣接地域やヤブツバキクラス域の他の資料と比較してイロハモミジーケヤキ群集にまとめら

れた。

　群落階層構造は4層から形成されており，平塚市では高木第1層は，植生高20mから24mと高

く，植被率60～95％で落葉広葉樹のケヤキが優占しイロハモミジ，イタヤカエデが混生している。
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時に常緑広葉樹のタブノキが生育している。

　高木第2層は，植生高が8mから12m，植被率，30～60％で落葉樹のイロハモミジが，水平に

枝をはうような樹冠で優占し，ケヤキ，タブノキ，スダジイなどが低丁度で生育している。

　低木層は，植生高，3～4m，植被率，40～60％でアオキが高被度で優占しピサカキ，ヤブッ

バキ，タブノキ，アラカシ，モクレイシなど常緑植物が低被度ながら高常在度で生育している。

　草本層は，植生高が0．5mから0．8m，植被率は20～40傷でシダ植物のイノデ，クマワラビ，ヤ

ブソテツ，イノモトソウなどのシダ植物が多い。つる植物のキヅタ，テイカカズラ，ビナンカズ

ラ，イタビカズラ，ツルマサキ，ヤブコウジ，ユリ科のキチジョウソウ，ラン科のヤブラン，ジ

ャノヒゲなどが生育している。高木層，亜高木層の落葉広葉樹の優戯した樹冠は，下冷に光を通

しすく，低木層の常緑低木にやわらかい陽かげを映す。秋には高木や亜高木層の落葉樹の紅葉と

低木層の常緑広葉樹の濃緑が重なり色彩豊かな紅葉をみせる。

　平塚甫でみられた植下は，種組成的にみてタブノキ，キチジョウソウ，イノデなどタブ林の構

成種が多くイノデータブ群集の代償植生との区別がされにくいが，相観的に落葉広葉樹が優占す

ること，さらに種組成にイノデータブ群集の標忙種および区分種をもつが，シュンラン，ヒイラ

ギ，イタビカズラ，ウラジ戸ガシなどの，一般的にいわれるやや乾性立地指標種をもつことから

区別される。また崖鉗地や谷部という現在の立地条件が保たれるかぎり遷移は進行も退行もせず

持続する群落として蔭然植生にまとめられる。

　イロハモミジーケヤキ群集を特徴づけるケヤキ，イロハモミジ，イタヤカエデ，ミズキなど落

葉広葉樹は，ブナクラス域を含める落葉広葉樹林野に本来の生育域を持っている。ヤブツバキク

ラス域では，たえず表層土が移動する不安定な立地や常緑広葉樹林が破壊された後などの不安定

な立地にぱ常緑広葉樹が高木層に優占できない。このような立地でやや湿潤地にはイロハモミジ

ーケヤキ群集が生育する。イロハモミジーケヤキ群集は常緑広葉樹林域のヤブツバキクラス域で

一般に谷状地に帯状に発達し，落葉広葉樹が樹冠を被う霞然植生として四季おりおりに芽生え，

新緑，紅葉，落葉と変化に富んだ季観を呈している。

　イロハモミジーケヤキ群集は，イロハモミジ，ケヤキを広域的な区：分種として，イタヤカエデ，

タマアジサイをイノデータブ群集，ヤブコウジースダジイ群集に対応する地域的な区分種として

群落区分された。また，同一群団に含まれるヤブコウジースダジイ群集とはミズキ，キチジョウ

ソウ，イノデを地域的な区分種として，イノデータブ群集とはツルグミ，イタビカズラ，カヤを

地域的な区分種として区分される。

　一般にイロハモミジーケヤキ群集は，ヤブツバキクラス域の内陸型でV字渓谷沿いにウラジロ

ガシ林が安定岩角地に，イロハモミジーケヤキ群集は不安定ながらも土壌の堆積のよい立地に生

育し，モザイク状に配分されている。

　平塚市では，万田の大磯丘陵斜面下部に湧水により形成されたV字凹状地の爾側に小面積なが

ら生育しているのがみられる。急傾斜地でローム土壌が厚く団粒構造をなしている。また足がう
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ずもれる像ど土壌はやわらかい。したがって，土壌の物理的安定性は，きわめて悪く草本層の出

現種数は少ない。

　浅間山付近の北向斜面で大磯町と平塚市の課題線付近にも同様な立地条件のもとにイ戸ハモミ

ジーケヤキ群集が生育している。隣接して尾根部に移行するところでスダジイ，ウラジ戸ガシ，

ジュズネノキが優占して生育しているヤブコウジースダジイ群集と接している。いくぶん傾斜が

ゆるやかになってくると，タブノキが高木層を優占するようになり漸次，イノデータブ群集へ移

Phot．5　イロハモミジ，ケヤキが高木層に優占するイロハモミジーケヤキ群集（浅間山）。

Acero－Z　elkovetummit　dominierten　AcθrραZ〃zα’z〃πund　Zβ読。”α58η㍑’α．（Sengenyama）
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行ずるものと考えられる。

　山下・高根の農協教育センター近くで浅間山寄りに流れる小河川沿いにもケヤキ，イ凹凹モミ

ジの優占する植分がみられた。河川は小規模ながらもV字漢谷を形成しており，急傾斜地の下部

にかけて比較的流動する土壌の堆積がみられた。植生は，この立地上に生育しており高木第1層

にケヤキが優占して高木第2層にはイロハモミジが優馨している。V字型の漢谷であることも加

わり林内は臨く，低木層で，はじめて常緑広葉樹が出現している。とくにアオキが高被度で生育

しているため草本層の発達が悪く湿性種のシャガ，イノデ，キチジョウソウなどが生育している。

　大磯丘陵で，琵琶付近の河川の傾斜地にも，湿潤でよく発達した土壌上に，イロハモミジーケ

ヤキ群集に相当する植分が生育している。高木層にはケヤキ，イヌシデ，イロハモミジなど落葉

広葉樹が優占し，低木層には常緑のアオキが高蔵度で優濁して生育している。しかし，夏緑広葉

樹林域のブナ帯まで生育するハナイカダ，ツリバナ，アプラチャン，ウワミズザクラなども生育

しており，幾分，内陸型のイロハモミジーケヤキ群集と考えられる。台地上でシラカシ群集の代

償植生であるクヌギーコナラ群集と接している。

　平塚市で河川沿いに生育するイロハモミジーケヤキ群集の特徴は，その立地の母岩が珪質凝灰

質砂岩であることがあげられる。この岩層の物理的特徴は，多孔質で保水力にすぐれていること

Phot．6　イρハモミジーケヤキ群集の林冠。高木第1層に優占する落葉広葉樹の木の葉こし

　　　　に林内に柔かい光がさしこんでいる。

　　　　　KronedesAcero－Zelkovetum．
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である。流水により侵蝕されやすくV字渓谷を作りやすい，侵蝕された表面はなめらかで上方か

ら土壌が堆積してきても常に不安定な状態におかれる。また，母岩の保水力がよいため，土壌は

常に湿潤な状態となっている。三浦半島基部に分布する池子火砕岩地域に類似している（宮脇・

藤原他1971，宮脇・原田他1972）。

　イロハモミジーケヤキ群集は高木第1層をおおう落葉広葉樹が春季には木の間こしにやわらか

い光を林内にさしこみ下層の常緑樹に光をおとし，夏季に：は谷ぞいに冷たい風を吸きあげ深山に

入った感覚を与える。また秋季には紅葉がみられ四季それぞれの楽しさを与える。常緑広葉樹林

を代表するイノデータブ群集やヤブロウジースダジイ群集が森厳さを保っている神社や寺院の畏
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Fig．9　イロハモミジーケヤキ群集断面摸式
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敬の念を与えるとすると，イロハモミジーケヤキ集は市民の憩の場ともなるやわらかさをもって

いる。さらにイロハモミジーケヤキ群集は，常に不安定になりやすい急傾斜地の土壌をよく押さ

え，防災上からも，その機能面で果たす役割は大きい。

　平塚市で大磯丘陵上のごく限られた地域に点在するこれらの植分は，地形的にその生育場所が

限られてしまうため，現在，残されている植分に対しては，厳重な保護が必要である。

　イPハモミジーケヤキ群集は，上級単位と他のイノデータブ群集ヤブコウジースダジイ群集

とともに，ヤブコウジースダジイ群団，ヤブツバキオーダー，ヤブツバキクラスにまとめられる。

4．　オノエヤナギ群落

8α髭κ　8αcゐαだπθπ8∫s＿Gesellschaft　（Tab．6）

相模川河辺の冠水域沿いにヤナギの低木を主とした群落が点在している。

Nr．　d．　Aufnahlue：

Dat．　d，　Aufnahme：

Tab。6オノエヤナギ群落
　5α々二じ　5週目1～ζ～露πθノ～5ゴ∫＿Gesellschaft

　　　　　　　　　調査番号
　　　　　　　　　調査年月償

GrδBe（1。　Probeflache（m2）：

H6he　d．　Strauchschicht（m）：

Deckung　d．　Strauchschicht（％）：

H6he　d，　Klrautschicht（m）：

Deckung　d．　Krautschicht（％）：

ArtenzahL

調査瀕積
低木願の高さ

低木摺植被率

草本層の高さ

草本層植被率

出現種　数

1　　　2

’74　　’74

10　　10

5　　　5

5×6　5x6
2．2　2．6

60　　70

1。2　L（）

40　　30

9　　11

Trennarten　d．　Gesellschaft：

　5αZ耽∫曜1沼諭～θz∫∫∫

　5σ♂耽日日97π

　5α鷹∫κ昂u9読∫

Begleiter：

　ハ4∠30απオ11郡∫α6罐α1‘び♂oプκ∫

　温プα9η厩05ω刀〃ノ3襯’5

　かψ8ノ切α研勧訪廊αvar・々・傭9ガ

　ぬ86～87一如56απ（18η5var．2’Zα力賓

群落区分種

　オノエヤナギ

　イヌコリヤナギ

　タチヤナギ

随伴種

　オギ

　ヨシ

　チガヤ

　ヘクソカズラ

E¢」‘∫∫θ孟〃πα7灘6225β　uaL　boreale　　　　　　　　スギナ

勘認α1廊α耀η4伽αCεα　　　　　　　　　　　　クサヨシ

Ro∫αノππ魔ケrJo7u　　　　　　　　　　　　　　　　　ノイバラ

五θ功84薦α6μπθα如　　　　　　　　　　　　　　メドハギ

∫b砂goπ耀π疏κ舶曜9蕗　　　　　　　　　　　　ミゾソバ

捌諭ノ25ノ〉η7認054　　　　　　　　　　　　　　　　アメリカセンダングサ

　　　　　　　　　　　　調査地　Fundorte　FluB・Sagaml相摸川

　　　　　　　　　　　　Aufn．　von　S．　Okuda　und　Y．　Nakamura
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　樹高2．5～2．6mの低木林の形でオノエヤナギ，イヌコリヤナギ，タチヤナギが植被率60－70％

で生育している。林床には，オギ，チガヤ，ヘクソカズラ，ノイバラ，メドハギなどの多年生草

本植物やつる植物が30～40％の植被率で生育して，2層群落を形成している。

　このようなヤナギを主とする平塚市内の低木林はヤナギ類を区分種としてオノエヤナギ群落に

まとめられた。

　土壌は，細砂質土壌でわずかに表層が泥土で被われ，洪水の際は完全に冠水する。

　オノエヤナギ群落は，河川の下流域で一般にみられるイヌコリヤナギ群集（Miyawakl　u．

Okuda！972）に近い環境条件，種組成を有している。

　これら低木ヤナギ群落は，河1闘の上流部において，コゴメヤナギ，タチヤナギ，ジャヤナギな

どの高木のヤナギ林の前列で比較的，流水の影響の受けやすいところにマント群落として発達し

やすい。

　5．砂丘植生

　Khne狼d積nen　Vegeもat童。庶（Tab．7）

　平塚甫南部は広く砂丘地帯が広がっている。海岸砂丘を除き，古砂丘地域は造成され宅地化さ

れている。海岸部は相模川から花水川にかけて細い帯状に砂丘が残されている。湘南海岸では一

般に砂利や砂の採取と，最近の河川の整備により砂丘の発達が悪く，したがって砂の動きとつり

あって生育している砂丘植生の発達が悪い。平塚甫では一部を除き，花水川河口付近や椙模川河

口付近ではとくに砂丘植生の発達が良好である。

　自然海岸は地形的，地質的門門から，砂浜，磯浜および塩沼地に分類される。湘南海岸では大

磯町の一部を除き砂浜が発達している。塩沼地は残念ながら平塚甫では護岸工事がゆきとどいて

いるため現在はみられない。

　海岸に生育する植物は，砂の移動，潮風害，直射日光，水分収支など極端なきびしい環境条件

に適応した闘争型（Kampfform）の種に限られている。

　形態的および生理的適応能力を持つこれらの種群は，波打ちぎわから帯状に海岸線に平行に，

それぞれの立地に応じた植物群落が生育している。

　一般に，波打ちぎわから遠ざかるに従って植生は多層化し土壌化が進む。

　形態的には，コウボウムギのように発達した地下茎を持つものやハマヒルガオ，ハマニガナの

ように二二枝を持つものあるいはほ翻型の根茎を持つものなど砂の移動に十分耐えうる能力をも

つ植物が多い。

　1）　ハマゲルマーコウ：ボウムギ群集

　　Wedelio＿Caricetum　kobolnugiOhba，　M童yawakietR．愛x　19ア3

海岸砂丘の最前列で砂の移動がもっとも激しいところには，コウボウムギ，ハマグルマで区分
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　　　　　　　　　　Fig．10　海岸砂丘植生配分模式（現存植生）

　　　　　　Verteilungsschema　der　k章stend症nen－Gesellschaften（Reale　Vegetation）

1：海　　　　　　Meer　　　　　　　　　　　　5：チガヤーハマゴウ群集

2：砂　　　庶DUnen　　　　　　　　　Imperat・cylindricae－
3：ハマグルマーコウボウムギ群集　　　　　　　　　　　　Vitecetum　rotundifoliae

　Wedelio－Car三cetum　k・1）・mugi　　6：クμマツ植林
4：ハマグルマーケカモノハシ群集　　　　　　　　　　　P〃～〃5〃3～〃～ゐ8ノ：gノ～一Forst

　NVedeiio－ISChaemetURl
　　anthephoroides

されるハマグルマーコウボウムギ群集がみられる。

　コウボウムギは，発達した地下茎を有しており，新たに砂が堆積すると，上方へ伸びてゆき，

よく飛砂を固定し風成砂丘を形成する。砂の移動がコウボウムギ，ハマグルマなどの植物によっ

て比較的，安定させられるとハマヒルガオ，メヒシバなどが生育するようになる。

　このように，先駆植生が無植生地に生育し，砂を固定すると他の植物の生育が可能になり単層

社会から多層社会へと群落が形成されていく。

　虹ケ浜でみられたハマグルマーコウボウムギ群集は，ハマグルマの生育を欠くものでケカモノ

ハシ，ハマエンドウで区分されるケカモノハシ盈群集と特別の区分種を持たない典塾1四洋集にわ

けられる。

　典型亜群集は，砂の移動の激しいところに先駆植生として生育している。典型亜群集は被度5

とコウボウムギが優節してハマヒルガオ，メヒシバが高い常在度で出現している。海岸砂丘の最

前列で砂丘裸地と接するもっとも生育条件の厳しいところでは，コウボウムギー種だけの単層社

会を構成しているQ

　ヶカモノハシ亜群集は，砂の移動がおさえられた後背地に小丘を形成して生育している安定し

た小さい風成砂丘上にケカモノハシとつる性のハマエンドウが高被度，高常在度で生育している

のがみられた。コウボウムギの生活力は低下して高い常在度ではあるが，低い弧度で生育してい

る。

　ケカモノハシ亜群集は，地域によっては，群集レベルで扱われている場合（Ohba，　Miyawaki

u．R，　Tx．1973）もある。
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Phot．7　海岸砂丘に発達するハマグルマーコウボウムギ群集。平塚市ではハマグルマの
　　　　生育が見られない。
Auf　denK廿sten一恥nen　entwickeltes　Wedelio－Caricetum　kobomugi　m1t
dominierender　Cα1・∬ゐ。ろ。〃～μg’∫（Auf　den　D琶ne距KUsten　der　Stadt　H玉r段tsuka　fehlt　W「8礁Z～α

P’η∫孟ノ厩α）

緩灘　

難

　　　Phot．8　人家のぞぽではハマヒルガオにマメダオシがからみついている。
In　der　Nahe　von　Siedlungen　w圭rd　Cα4y∫孟（箸～α∫o♂廊〃〃αvon　Cκ∫α‘’αα～’5〃掘～∫員berwuclユert，
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Phot．9風成砂丘の安定した立地に小丘をつくるケカモノハシ。後方はチガヤーハ

　　　　マゴウ群集に移行している。

　　Auf　den　etwas　starker　stabilisierte且1く：茸ste臣D甑en　fangt　1∫c1Lα8〃㍑6ノπαノz〃1φ加1りご48∫

kleineSand－H員gel．王）ahinter　folgtdas　Imperato　cylindricae－Vitecetum

rotun（玉ifoliae．

　ハマグルマーコウボウムギ群集は，ヤブッバキクラス域のもっとも代表的な海岸砂丘植物群落

で，本州中部，四国，九州に分布している。北海道，本州北部に分布するハマニンニクーコウボ

ウムギ群集に対応している。
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　　2）　ギョウギシバ群落

　　　0〃πodoπdαcf〃置。π一Gesellschaft（Tab，7）

　砂丘の動きがとまり，固定した砂丘上にはオニシバやコオニシバによく似たギョウギシバがカ

ーペット状に群落を形成しているのが湘南海岸一帯にみられる。三浦半島では岩上にたまった砂

土上にも生育している。

　平塚市では虹ケ浜から袖ケ浜にかけてハマグルマーコウボウムギ群集に接して，飛砂が停止し

た固定砂上に，カーペット状に広がったギョウギシバ群落が調査された。袖ケ浜ではサイクリン

グ道が整備され，砂の盛土やブルドーザーによる砂の固定化などにより，ギョウギシバ群落が広

がっている。湘南海岸ではサイクリング道建設により砂丘の環境に断絶帯が形成された。砂の動

きの少い立地では条件が安定し，ギョウギシバ群落が発達可能となる。砂丘植生に対する今後の

影響を見守らなければならない。

　相模川河口の茅ケ崎市柳島海岸に接した深い湾岸では，シオクグ群集に接してギョウギシバ群

Phot．10　虹：ケ浜に残されているハマグルマーコウボウムギ群集（最前線）。安定し

　　　　た後部の小砂丘上にはケカモノハシが叢状に生育しておりギョウギシバ

　　　　が一面に生育している。

　　Auf　den　K養sten－1）茸nen　der　N1jigahalna　noch　erllaltene　DUnen－Gesellschaft

dasWedeho－Caricetum　kobon｝ugii（Vordergrund）．　Dahinterkommt
I∫ご／～‘z6〃〃’〃’ζ〃～’ん（4＞ノ～oノリ～‘♂6∫insdartig　und　（汐〃。‘！o〃　4‘zczツZo〃　tepP1gartig　vor．
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落が水際にまではりだしているQ

　　3）　ハマニンニク群落

　　　盈〃7π麗sηεoZ髭8－Gese豊lschaft（Tab．7）

　虹ケ浜から袖ケ浜にかけてハマニンニクの植栽が行なわれている。虹ケ浜ではヨシズをはり飛

砂を防ぎながらハマニンニクを植栽しているが，ハマグルマーコウボウムギ群集が生育できない

ほど飛砂が激しいため，植栽されたハマニンニクの半分以上が砂にかくれて，生育は不良である。

一般にハマニンニクは東北以北の海岸線のコウボウムギが生育する立地にコウボウムギに接して，

またはおきかわって生育している。広く北半球に分布し，ヨーロッパにおいても対応群落が発表

されている　（TUxen，　Ohba　1975）。ハマニンニクは堆砂性，耐塩性に優れているため海岸砂丘

に植栽が行なわれやすく，湘南海岸に広くみられる。しかし，神奈川県でもっとも適した種群を

もったハマグルマーコウボウムギ群集の構成種を利用することが望ましい。

鑛慧四

脚騒

灘難、

Phot．！1虹ケ浜に植栽されているハマニンニク。飛砂がおさまった安定立地には

　　　　　メヒシバが混生している。

　　Zur　DUne距Befestigung　gepflanzter　E砂〃曜5〃～o♂♂ど∫auf　den　KUsten－D荘rlen　von

Niligahama．　Wo　dadurch　der　Flugsand　nicht　mehr　bewegt　wird，　wachsen　auch

Dど9加プ’αα4508π48π3und　audere　P月anzen．
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　　4）　チガヤーハマ：ゴウ群集

　　　1…nperaも。　cylindricae－V圭もeceもu盤rotunδifol孟ae　Ohba，　Miyawak圭et望x，

　　　19ア3（Tab．7）

　海岸砂丘後部のクロマツ植林内に，初夏紫色の花をひらき，秋季に白いほわたにつつまれるチ

ガヤと混生するハマゴウが島状にみられる。

　クロマツ植林地は海からの風衝や飛砂をおさえるためヨシズが数列はりめぐらされている。わ

ずかに砂の動きがとまった砂丘の後でクロマツ植林の前列などでは，やや凹状地形になり，植被

率95％ときわめて高い被度でおおわれている。平塚帯では一時的な立地の富養化に伴って，チガ

ヤやハマゴウ以外に一年生草本植物のオオフタバムグラ，コマツヨイ，シロザ，ヒメムカシヨ・モ

ギなどヨモギクラスやシロザクラスの植物まで混生している。

　一般にこのような植分はチガヤ，オニシバ，ケカモノハシ，ハマゴウを漂微種及び区：隅隅とし

騨：．

魏蕪雑

繋

Phot．12　クロマツ植栽地内に島状に残されているチガヤーハマゴウ群集っ初秋に

　　　　　チガヤが白い穂綿をつけ一面を臼く埋める。

　　In　der　mit君ノz～f∫ぬ〃z6θノ：gμbepflanzte　Fl且che畷chst　inselartig　Iloch　das　Imperato

cylindricae－Vitecetum　rotundifoliae．　ImFrUherbstAspektzeigt乃ノ4）81窃α

り伽4／4加var．々・8ノ～どμse玉ne　weiBe　FrUchte，
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てチガヤーハマゴウ群集にまとめられている。

　砂丘が動いている際には，飛砂をとめ堆砂作用を行なうハマグルマーコウボウムギ群集やハマ

グルマーケカモノハシ群集（Ohba，　T．，　A，　Miyawald　et　R．　Tx。1973）　などで代表される草本

植物群落が生育する。砂の動きが安定し，腐植が増加すると，風衝に強い低木が草本植物群落に

侵入して砂丘低木群落を形成する。平塚市をはじめとして神奈川県下の砂丘では長い側枝をもつ

ハマゴウや，テリハノイバラなどが生育しているチガヤーハマゴウ群集で代表される。チガヤー

ハマゴウ群集はさらに砂丘が安定し腐植土が堆積した地域に発達するマサキートベラ群集や，現

在その立地に植林されているクロマツ植林のソデ群落あるいはマント群落の役割をはたしている。

　チガヤーハマゴウ群集はヤブツバキクラス域に生育するもので対応するブナクラス域には，ウ

ソランーハマゴウ群集とハマゴウーハイネズ群集がある。これらの群集はハマゴウ群団，ハマゴ

ウクラスにまとめられる。

　　6）　マルバヤハズソウーカワラケツメイ群落

　　　K麗ηεπzεroこかα8だPπZαcθ配一〇αs8εαπo沼αηzε一Gesellschaft（Tab．8）

　糧模川の中流部で整地された河川敷に先駆植生として，マルバヤハズソウーカワラケツメイ群

落がみられる。

　多年生草本植物のヨモギ，メドハギ，一年生草本植物のマルバヤハズソウ，イチゴツナギ，オ

オフタバムグラ，カワラケツメイ，アレチマツヨイグサ等のヨモギクラスの種群を区分種として

まとめられる。

　根模川中流部の高い河川敷はグランド用に整地され放置されている。数年に何回力増水すると

水をかぶるため砂壌土となり，円礫を含み透水性のよい立地を形成する。したがって乾燥しやす

いため耐乾性の貧養立地に生育しやすい植物が多い。

　ヨモギ，メドハギ，マルバヤハズソウが被度2～4，常在度も高く優目して生育している。礫

と礫の間の比較的粘土質のところには，ギンゴケの生育がみられる。

　自然植生では，多摩川などで調査されたマルバヤハズソウーカワラノギク群集（M量yawaki　et

Okuda　1972）に相等するものと考えられる。マルバヤハズソウーカワラノギク群集は，主に関

東地方の河川の中流部に，洪水によって新しく形成された，砂礫質の河川敷に先駆植生として生

育している（Miyawaki　u．　Okuda　1972）。

　マルバヤハズソウーカワラケツメイ群落は，種組成的にススキクラスのチガヤ，オトコヨモギ，

トダシバなどを含んでおり，今後，人為的干渉や洪水の影響がなくなれば，オトコヨモギ群落を

へてススキ群落へ移行するものと考えられる。

　上級単位としては，マルバヤハズソウーカワラノギク群集と同系列のカワラバハコーヨモギ群

団，ヨモギオーダー，ヨモギクラスにまとめられる。
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Nr．　d．　Aufnah孤e：

Dat．　d．　Aufnahme：

Tab．8　マルバヤハズソウーカワラケッメイ群落
K㍑〃〃ノz81り癩5妙z‘♂αc召4－Cα∬∫αノz・〃多αノノ露θ一Gesellschaft

　　　　　　　　　　　　　　　　調査　番号

　　　　　　　　　　　　　　　　調査年月繕

Gr6Be　d．　Probeflache（ln2）：

H6he　d．　Vegetation（m）：

Deckung　d．　Vegetation（％）：

Artenzah1：

調査颪積
植　　生　　高

下　　被　　洗

出　現黙坐

　1

，74

10

　5

5×5
！．0

90

2！

2　　3
，74　　’74

10　　10

　5　　　5

5x8　6×6
1．0　0．8

60　　80

21　　21

Trennarten　d．　Gesellschaft：

　ノ47層’8ノ加5狡ρプ加αψ5

　L8砂8漉駕α‘μ7zθα如

　κ㍑η3／7露θプ。加α56ψπzα‘8α

　POαゆん02ZのZO漉5

　1万04ゴα診6ノで∫

　Cα∬∫ζz　πo〃κz〃躍

　0（～ηo’んθ1u　6ピθノzπ∫5

Arten　d．　Miscanthetea　sinensis：

∬ηψ8π吻魔力z4プ’6αvar．々0師9だ

　・4プ’8〃zご∫ガαノ＠oノ毎。α

　メL1・‘‘ノzζだπ8♂♂αん∫7・’α

Sonstige　Arten：

　Eブ㎎ノリ5あ∫ノ診1フ6～！9∫7塞θα

　ルあ∫zαρ御zo如zα’α

　1π4∫90海プαρ56Z♂面一孟〃Z‘607’如

　ゐ伽∫ωプπ蜘」伽5var．ノ妙・πガCμ5

　聴ノリ5’∫5α♂うα

　E1ゼ98ノηノzoαノzα漉η∫ガ∫

　ハ4’∫Cα2Z漉π∫5α0‘んα1’ゲ♂0プ麗∫

　D鴨脚αノ’∫ααゐ。6η4θノ～5

群落区分種

　　ヨモギ

　　メドハギ

　　マルバヤハズソウ

　　イチゴツナギ

　　オオフタバムグラ

　　カワラケツメイ

　　アレチマツヨイグサ

　ススキクラスの種

　　チガヤ

　　オトコヨモギ

　　トダシバ

　その他の種

　　カゼクサ

　　イヌコウジュ

　　コマツナギ

　　ミヤコグサ

　　コヌカグサ

　　ヒメムカシヨモギ

　　オギ

　　　　　　ず　　メヒシバ

1

2・2

3・3

3。4

十

十

十

　●

1：1

11’2

十・2

十

十

十

十・2

　0

2・2

　0

2・2

2・2

3・3

十

1・2

2・2

十

2・2

2・2

4。4

1・1

1・2

1・2

十

1・2　　十2

1・2　　十

　。　　十・2

十・2

十

十

十

十・2

十・2

1・2

1。2

十

1。2

■

■

●

十

十

十

出現一回の種

　　Au8erdem　le　einmal　in　Aufnahme　Nr．1：Tノが読ε〃ノげ（脚ノ～5シロツメクサ十，ノ1”‘ん1η記。η

痂功∫ぬ∫コブナグサ十・2，G4y‘カzθ5（脚ツルマメ・十，H6〃呂α7櫓‘1〃ゴα∫翫プ∫cαウシノシッペイ1・2，

E2’∫gθ7w15κ〃zα‘肥ノz5∫5オオアレチノギク十，滋∫孟θ7弓498矯‘of46∫var．　ou磁照ノコンギク十，

i漁2：0∬αZf∫co77z∫研♂α彦αカタバミ十，　Z∂ツ5如ブ曜）o／zf‘αシバ十・2，　B∫♂8η5ρ∫10∫αコセンダ

ングサ十，3認α痒αufガ漉∫エノコログサ1・2，　in　3：ル⑫盈〃μ疏繊加1：gだスズメノヒエ十，

A〃め1り∫∫αα7”8〃溶ピαのらZぬvar．θ♂α診fo”ブタクサ十，Ro5ατσ∫誼初u∫α27αテリハノイバラ1・2，

ゐ6ゆθ漉zαノκηcθαカラメドハギ十，．島ッμ’μα7即漉6～〃μギンゴケ十・2，ハ売友ザ8ガ5ブゆ。η∫6α

ガガイモ十・2．

　調査地Fundorte：Sagami　Flu8相．模川．
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　　ア）　ウシバ議べ一アオカモジグサ群落

　　　8’θZZα「’αα9παfεcα㌦49「o］ρ〃「oπcεZεαrθvar．　rπεπ膨8－Gesellschaft（Tab．g）

　金目川流域の土砂や砂礫が堆積した立地では，増水ごとに堆積地のふちに流水に運ばれてきた

ものが堆積し腐植して富養地化しているところが細い帯状にみられる。このようなところには株

立ちしたアオヵモジグサやカモジグサが，葉の根元にスズメノカタビラ，ヨモギなどの多年生草

本植物や，タガラシ，タネツケバナ，スズメノテッポウ，カズノコグサなどの越年生植物などが

混生している（Pho£．13）。このような植分はアオカモジグサ，ウシハコベ，ヨモギ，カモジグサ

を区分種としてウシハコベーカモジグサ群落にまとめられた。

　構成難中にナズナ，ハハコグサ，ヤエムグラ，キウリグサ，シロザなどの畑地などにみられる

好窒素性のシロザクラスの植物や，水田などの泥土中に生育するスズメノテッポウ，カズノコグ

サ，タネツケバナ，ノミノフスマなどが生育しているのがみられる。冠水する頻度が高く，礫質

土の上に度々泥土をかぶることや，有機物が堆積しやすい立地であるためと考えられる。多摩川

でみとめられたカズノコグサーカワジサ群集（Miyawaki　u．　Okuda　1972）と同質の群落と考え

られる。

覇

　擁＿譲舞難し一欝欝婁謡講．
撫難鱗纏轍鎌難翻噸鱗覇、醐繊畷凱’

，瓢’

触ぜ＼。識箆

i灘欝

Phot．！3　金目川。流水のふちにウシハコベーアオカモジグサ群落が帯状にみられる。

　　　　　Kanamegawa－FluB　in（1er　Trockene　Zeit．　Am　FluB員fer　wachst　g荘rtelf6rmig

　　die　3彦〃αノ・∫ααg～‘α’此α一且g’ηρ）りw～び〃α，でvar．〃，ピ〃～‘∫一Gesellschafし
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　　　　　　　　　　　　　　Tab．9　ウシハコベーアオカモジ．グサ群落

　　　　　　　　　5’‘”‘〃’！ααgz‘α’～ぐα一ハ9層1’ψ）り’oノ～‘！～’‘〃でvar．〃♂’〃～で5－GeseIlscha．ft

Nr．　d．　Aufnahme：　　　　　　　　　　調査番号
Gr6Be　d．　Probeflache（m2）；　　　　　　　　　　　　　　　　　調　査　i面　積

R6he　d．　Vegetation（m）＝　　　　　｛値階高
Deckung　d．　Vegetation（％）＝　　　　　　　　　　　　　　　　　植　　　破　　率

Artenzahl：　　　　　　　　　　　　　　　出現種数

　　1　　　2

0．8×10　！×5

　0，5　　0．5

　70　　50

　25　　35

Trennarten　d．　Gesellschaft＝

　ゑ9’砂ツ1－・ノぬ伽でvar．ノ珈z’5

　5孟βμα1ゴαα（1～‘α孟κα

　A7噌館〃パ∫ぬρプ加6（ψ5

　メLgπ）少ツノリπたω〃0プ～

Arten　d．　Bidentetea＝

　激～岬z‘照αθ9～∠‘τ傭var．ω脚ぞ’z∫ハ

　Bg漉〃～ωzπガ｛z∫y堵～9α1zノ～ごノ

　ατノ加〃呂ガ〃β！距鋭ω∫α

　3オ♂〃αノ亀’αα♂∫ガノ～8　var．　，’〃6／Z4α’．α

　Rαノ～z〃～α4κ∫5αpz8，u’〃∫

　Ro1噛ψ少α1∫ZαノZ読ごα

Arten　d．　Chenopodiαea：

　C4ρ5θ〃α∂♂〃「∫αプ）α∫孟0ノ”∫

　G／z妙んα疏‘〃zψ”ノzθ

　Gαz々〃π5♪～〃－々〃ノ’f，5孟”ガgo∫～〃〃

　Tノ’∫80〃0々∫1ウピ読〃～ぐ～’1ωゴ5

　Ch8〃ρρo〃～．‘〃’αZわ～〃〃

　y｛～’rO／Z’6α少81－∫！‘7α

　Co〃〃〃β〃ノ～α60ノ〃’ノ～〃πお

　アb4ygη〃z‘〃3たψα〃LヴbZ／1〃〃

　ゐα〃3∫’〃〃α〃ψzε諾～‘↑α〃／ε

Begleiter：

　τη磁αノz9♂’5雄b♂～‘zvar．∫39認αz～5

　んπα〃ノ～πα

　Ooノ～o〃L（ηη♂αぐ～ノ～’α’‘～

　08ノ～o〃z8’rαう勿ノ～〃’∫

　β”～981「0〃5Z〃〃αρでπ∫’∫

　3孟（～zzα’一’α〃昭4～α

量洋落区分種

　アオカモジグサ

　ウシハコベ

　ヨモギ

　カモジグサ

タウコギクラスの種

　スズメノテッポウ

　カズノコグサ

　タネツケバナ

　ノミノフスマ

　タガラシ

　スカシタゴボゥ

シロザクラスの種

　ナズナ

　ハハコグサ

　ヤエムグラ

　キウリグサ

　シロザ

　オオイヌノフグリ

　ツユクサ

　ナオイヌタデ

　ホトケノザ

三二種

　ヤハズエンドウ

　スズメノカタビラ

　コマツヨイグサ

　アレチマツヨイグサ

　ォォァレチノギク

　コノ、コベ

2・2

十。2

　十

　十

1・2

　十

十。2

十・2

　十

　十

十

十

十

十

じ

●

●

●

●

1・2

1・2

十

十

十

3。3

！・2

十

●

1・2

÷

●

o

o

●

1・2

十

十・2

十

1．・2

1・2

十

十

÷

1・2

！・2

十！。2

　十

　十

出現一回の種

　　Auβerdem　je　einmal　in　Aufn．　NL！＝5囎9～ノzαノψo加‘‘zツメクサ十，　M伽κ5〃z＠‘ε々∫

ムラサキサギゴケ十，Vθ’W漉ααノ’唱び8〃寵∫タチイヌノフグリ十，．昂αα61り如καミゾイチゴッ

ナギ＋・2，562～‘〃3功．キリンソウ属の一種＋，in　2；E1－㎎ノ帽。∫傭6〃1闇ηz♂Zαシナダレスズメガ

ヤ＋，R♂〃溜κα醜・5α．スイ・ミ÷，　B1’α∬加・Z81・α‘顔var．αψ加如キャベツ÷，　C8’u∫’々‘〃」

gZoη～θr砿〃μオランダミミナグサ十，　T1ガ薇～〃μ1¶｛ψ8ノ～∫シロツメクサ十，T1ガb々z〃μρ1厩8η∫6

アカツメクサ十，Dz．‘漉8∫喫α‘「捉y∫αノz”～．αヘビイチゴ1・2，ゑ1㍑〃π‘Z塾頭1＞o〃fα∬カナムグラ

十，To’層’”∫ノ曜）oπ記αヤブジラミ十，　Eg‘‘∫∫6オ～〃〃α1碧ε〃58　var．ゐ01’8αZ8スギナ十，　y∫6∫α

1Z力下Z．躍αスズメノエンドウ十，　E～ψ1～0’用飯αα48／ZOご1Z♂01rαノウルシ十，％触07ZZ〃π”躍ノめθ1召’～～

ミゾソバ牽，H評♂6～〃μ功．オオムギ属の一種＋．

調査地及び調査月日：Fundorte　u．　Daten：1くaname－FluB金目川Apr28，1975．
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　　8）　ミズガヤツリーサンカクイ群落

　　　0〃per麗s　sθro伽麗s－8eε避P麗8渉吻ωθ彦θ卜Gesellsc嬢t（Tab．10）

　相模川河川敷で水ぎわや流水域に近く，わずかな増水で流水の通り道となる溝状地にミズガヤ

ツリーサンカクイ群落がみられた。

　植生高は1mで植被率は40～60％と帯状に分布がみられる。ミズガヤツリが被度3～4と優占

しておりミズガヤツリ，サソカクイを区分種として，その他に，タウコギクラスのケイヌビエ，

ギシギシ，ホウキギク，オオクサキビなどが高い常在度で生育している。

　土壌は，砂壌土で流水面とほぼ同じ高さにあるので常に湿った状態にある。

　ミズガヤツリもサンカクイも横に這う長い根茎で繁殖している。流水による破壊には，比較的

弱く，増水のあとなど，避状しているのが目立つ。

Nr．　d．　Aufnahme：

Da亡um　d．　Aufnahme：

Gr6Be　d．　Probeflache（m2）＝

Hδhe　d．　Vegetation（m）：

Deckung（1．　Vegetation（％）

Artenzahl：

Tab．10　ミズガヤツリーサソカクイ群落

（妙θη’∫58ノ祝加μ5－36∫7♪κ5ヶゴ9μ麗θノ㌔Gesellscha壬t

　　　　　　　　　　調査　番号
　　　　　　　　　　調査年月日

調査面
植　　生　　高

植　　被　　門

出　現六野

1　　　2
’74　　’74

10　　　10

5　　　5

3x10　5×5
1．0　　1．0

60　　40

6　　　8

Trennarten　d．　Gesellschaft：

　　q＞少8ノマ’∫38ノη‘’刀z’5

　＆∫’μ∫’1ブ9ε’6妙’

Begleiter：

　君‘1励06ん’oα61’～’∫一8詔∫var．6α～ぬ彦α

　R～‘〃βαrブψo／z～c〃∫

　　A∫‘βノ・5‘めど4α孟z‘∫

　　Rz／Z∫α〃～占読C110‘0ノノZ醒0η〃3

　　飢’η9〃漉8∫ω〃切呂～躍ど∫

　　αzo／z砂04加ノμα〃めノη5ガ。∫485

　調査地Fundortel　Sagami－FluB穣摸川

9．　オオクサキビ一三オイヌタデ群落

群落区分種

　ミズガヤツリ

　サンカクイ

随伴種

　ケイヌビェ

　ギシギシ

　ホウキギク

　オオクサキビ

　ヨシ．

　ケアリタソウ

4・4　　3・3

1・2　　　十

1・2

1・2

十

十

●

●

1・2

1・2

十

十

十。2

十

　　lPαπεeωπεd齢伽瞬fZorω肝PoZ〃ρoπω㎜毎Pα漉εfo伽7π一Gese叢｝schaft（Tab．11）

　相模川下流域で，水ぎわに近く，比較的乾燥したところにオオクサキビーナオイヌタデ群落の

生育がみられた。立地は，しばしば運水によって破壊され，礫の間に粘質土壌がうすくたまって

いる場合が多い。

　群落高は70cm前後で植被率は70％と高く川岸に沿って平行に分布している。

　群落構成種は，一年生草本植物が主で，メヒシバが被度4と優占して生育している。オオクサ
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．蹴房繍
　　灘 　　　　　　　　、．年灘

＿灘審一・

　　　　　　　Phot．14　相模川河辺にみられる河辺植生のすみわけ。

　　Verteilung　der　Gesellschaften　der　Auenvegetation　aln　Sagami－FluB．

　　VonvornMlscanthetum　sacchariflorL卿L薦g〃凄惚∫oo〃〃μ～〃～ど∫一

Gesellschaft　u．　a．

クコーノイバラ～洋落

Lyclum　chinense
－Rosa　mu達tiflora～Gesellschaft

オオクサキビーオオイヌタデ群落
Panicum　dicho毛omiflorum－
Polygonum　lapathifolium－Gese難scbaft

オギ群集 Miscanthetum　sacchari｛10rl

膨雄篠｝1～：；竃潔1鎌縁欝欝羽i憂魑1愁：慨鋸鑓：諭◎1探ゑ窮・婆蘇讐窮ζ瘤嬉募誉：1鯵鷺国老1霧霧隠譲i馨醸羅饗謙ジ1訴蜜；鈴酬

クコーノイバラ群落
．＼r｝㌦・いr．・、シ蕩匹へ汐・r・！“アワ卵《陥ヒ囁ヒ

肖呼　　「ぐゴ

聾　　　ゴ 裸地Nackter　Boden

ヨシ群落　　Phragmltes　comm膿nis－Gesellschaft

ウキヤガラーマコモ群集
Sclrpo－Zizanietum　latifoliae

オギ群集
Miscanthetum　sacchariflo「i
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キビーオオイヌタデ群落はタデ科植物のオオイヌタデ，イシミカワやイネ科あるいはキビ属植物

のオオクサキビ，ヌカキビ，ヒエ属植物のヶイヌビェなどいずれも一年生草本植物を区分種とし

てまとめられる。群落の構成種は，その他にも，シロザ，ケアリタソウ，ツユクサ，アキノエノ

コログサなど好窒素性の一年生草本植物が被度＋～1で生育している。

　土壌は，砂壌土に小礫から砂礫を含むもので，乾燥しやすいが，水ぎわに近いため，頻繁に冠

水する。

　　　Tab．！1　オオクサキビーオオイヌタデ群落

ぬ〃’α‘〃’6Z1‘ノzo’oノノ～ヴγ01瀦〃’一ん㎏o’～z〃π♂4ρα〃パ南Z’～〃’～一Gesellscha‘t

Nr．　d．　Aufnahme：

Datum　d．　Aufnahme：

Gr6Be　d．　Probeflache（m2）：

R6he　d．　Vegetat三〇n（m）；

Deckung　d．　Vegetation（傷）

Artenzahl：

調査番　号
調査年月日

調査面
植　　生　　高

冷　　被　　率

毘　現種数

．74

10

5

3×4

α7

70

！2

Trennarten　d．　Gesellschaft：

　拓ノZ～‘ア♂〃〃‘1勲0’0ノノがZOη〃μ

　∫b4ygo〃’‘〃μ妙α晦1bZ如ノ3

　茂ん！ノ～・‘〃0αθマ’糟㍑’♂1var．‘α〃4α如

　∫b4y890／z〃〃ゆ6げbZ～α々〃〃

　Rz〃～α〃ノ，痺滅η孟〃ノ〃

Be慕leiterl

　D∠8プ’α”～ααめα～〃ご～8〃∫

　C1置8〃砂。‘1∫〃〃’α1痂’ノ〃

　01Zd〃砂04∫’〃πα’〃ゐ’り5～o認85

　00〃彦〃～8痂～αω〃’ノ〃～〃～お

　取〃勲〃〃αノWノ～∫8var酒ωでα18

　58’α’》αルゐ8ノ¶～

　ゐゆ召469αα‘ノz6α如

調査地Fundort：Sagami－FluB相模川，

群落区分種

　団団クサキビ

　オオイヌタデ

　ケイヌビェ

　イシミカワ

　ヌカキビ

随4半種

　メヒシバ

　シロザ

　ケアリタソウ

　ツユクサ

　スギナ

　アキノエノコログサ

　メドハギ

1・2

1・2

1・2

1。2

1・1

十・2

4・4

1・2

十。2

十

十・2

1・2

　10．　ヨシクラスの植物群落

　　　Phragm呈tetea－Gese難schaften

　湛水から冠水立地までヨシを中心とする，あるいはヨシを伴う植物群落は河川から湿原まで広

くみられる。無機土壌を基盤とし，流水や地下水により水分供給を行なっているヨシと共存する

植物群落は植物三会学的にヨシクラスにまとめられる。

　自然植生ではヨシクラスにまとめられる植物群落は相模川，花水川（金園川）やその支流など

にみられる。
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　　D　ウキヤガラーマコモ群集

　　　Scirpo－Z圭zan至etum叢at婬01iae　Miy農wak圭etOkuda19ア2（Tab．12）

　粗模川流域で，土砂が堆積する河川敷は，年に数國増水時に水が流れるが，普段はわずかに停

滞水が残っている願状地がところどころにみられる。このような立地では茎丈2mにも達するマ

コモが島状に生育している。一般にウキヤガラと混生しているが，栢模川ではマコモ，キショウ

ブ，ヨシなど高茎草本植物が混生している。増水時に水が流れるため運搬された砂が堆積し砂壌

土上に生育している。マコモとともにヨモギ，ヤナギタデなどもわずかにみられた。

　　2）　ヨシ群落

　　　pゐrαρηε髭召seoη切脚πε8＿GeseUscheft（Tab．12）

　相模川下流の河口付近の河川敷や中州にはヨシが，’ほぼ一種で純群落を形成して生育している

のがみられる。

　ヨシの生育域は，地理的には北半球のほぼ全域におよんでおり，適応能力の巾の広い種である。

また生育地は水ぎわをはさんで，水中と陸上におよんでいる。前者は挺水植物群落となり，後者

は湿生植物群落となる。平塚市では後者の水辺や湿地のいわゆる湿生植物群落としてのヨシ群落

がみられる。

　土壌は，泥土を含む砂壌土である。中州では，ヨシが一種で罫線率95％という純群落がみられ

た。増水すると冠水したヨシは一様に倒伏するが長い地下煙毒を持っため，流されたり，枯死し

　　濠著繕
強

剛r 耀

欝鍵瞼1

Phot．15　ヨシ群落。河辺の土砂堆積地に広くヨシ優占植分がみられる（棉模川）。

　　　　1ツLπzg〃’”8∫ビ。〃〃～♂～’〃！∫＿（｝esellschaft　auf　feuchten　Stellen　der　Flu8－Aue，

　　wo　genUgend　Boden（Sand）abgelegert　worden　ist（SagamトFluB）．
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　　　Phot。16　相模川河口付近ではヨシ優占植分の面積が広い。高い地形上にはエノキ

　　　　　　　　が生育している。

　　　　　王nder　UIngebung　der　Mandung　des　Sagami－Flusses　nehmen飾ug〃融5

　　　ω〃〃〃　～’∫一Bestande　groBe　Flache　ein．　Auf　h6herem　Gelande　wachst　als　Plonierer

　　　－Baum　C幽∫5々z8～z5～5　var．ブ砂・〃磁．

たりすることがなく再生も早い。

　　3）　セリークサ圏シ群集

　　　Oc皿antho－Phalaridetum　盆run“i飛aceae　M：iyawakietOk疑δa1972（Tab．12）

　桐模川の河川敷で河融こ平行に棒状に小面積ながらクサヨシが高い繊度で生育している。クサ

ヨシを標懇懇としてセリークサヨシ群集にまとめられる。出現欝欝は5種で群落構成種は，多年

生草本植物のクサヨシ，ヨシ，オギと一年生草本植物のホウキギク，ケアリタソウからなる。

　群集の生育地は，降雨による増水の際，上流から流されてきた有機物質が水ぎわに平行に堆積

した泥質の湿性腐植土壌上にみられる。隣接した比較的乾燥した砂礫地には，オオクサキビーオ

オイヌタデ群落が，砂質の湿性地にはヨシ群落の生育がみられる。

　　4）オギ群集

　　　Miscanもhe宅um　 sacchaτiflori　瓢iyawakietOkuda重9ア2（Tabd2）

　相模灘河辺や金目川の高水敷の河原や堤防上に，ススキによく似たオギが被度5で優回して生

育しているのがみられる。秋季にはススキに似ている白い穂を風にゆらせて白く河辺を彩る。ス

スキは株立ちするがオギは単生し，オギの穂が風にゆられると白い波がゆれている錯覚におちい

ることがあり相観的にススキ草原と区分される。
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　自然生のオギは河辺に生育しているが，水田放棄地や畑放棄地にも排水が悪い立地で乾燥しが

ちなところでも生育している。

　相模川河臼付近に生育しているオギ群集では増水時に冠水するためヘクソカズラやヤブガラシ

などのツル植物がからまりメドハギ，トダシバなどがオギの根元にみられる。土壌は細砂を含む

粘土質土壌で，比較的乾燥しやすい。

　　　　　　1．

　　　　　　2．

　　　　　　3．

　　　　　　4．

Nr．　d．　Aufna‘me

　　　　　　Tab．12　ヨシクラスの植物群落

　　　　　　Phragm1tetea－Gesellschaften

ウキヤガラーマコモ群集　Scirpo－Zizanietum　Iatifoliae

ヨシ群落

セリークサヨシ群集

オギ群集

Gr6Be　d．　Probeflache（m2）：

H6he　d．　Vegetation（m）：

i）eckung（L　Vegetation（％）：

Artenzahl：

Kenn．　u．　Tren蔦arten　d．　Ass．＝

　Zf之αノ～～αzα酬bZ∫α

　！ノ’～∫♪∫ακ♂oαωノ’～♂∫

Kennart（1．　Ass．：

　∫ヲzα！αノゴ5α1・μπ4か～αc8α

Kennart　d．　Ass．＝

　Mノ∫ごαπ彦1露z‘∫∫αc61zα7ザZoノ翼3

Art　d．　Phraglnitetea：

　押しπ乙9〃漉6∫ω〃〃ノ～z‘〃∫∫

Begleiter：

　・4ブ’8〃z15忽ρノゴノzαψ3

　％らgo腿〃多妙4フ砂ψθノ’

　Lツ6加ノ36痂ノz8／z56

　Ro∫αηπ‘Z彦ゲZoプα

　CIL召ノ～（ψo読z‘〃zα乃♂‘〃’

　孟5孟θ7・5μ6認α蝕∫

　Clz8ノ～（～ρoぬ〃厚αノノめ1ro∫fo∫48∫

　COノノ〃η8劾ZαCO〃〃ノ1Z〃～∫∫

Egκ∫勲‘〃zα籾8π∫8　var，ゐ01でαZθ

　ルθ諾6ノゴα5（7απ48πぶvar．η～αゼノで1

　五θ砂84θ駕α〃zθα彦α

　Rz／z∫6π〃’飯∫㍑z6磁z．〃〃

　Ar～〃～4か～4zα1zfノー∫α

　C黄yノ切忽ブ妙。πガ6α

　％乏ygoπz〃ノπ1～z‘ηゐ8／gガ

　8αz勲∫ノ～孟θ9／u

　調査地及び調査月Fl

PIL71αg〃碗θ∫ω〃〃ノzz〃z奮一Gesellschaft

Oenantho－Phalaridetum　aru漁d圭aaceae

MiSCanthetUm　 SaCChariflOri

　調査番号　　　1　2　3　4　5
　調査面　　　 3x55×510×105×55x5
　植　　　生　　　高　　　　　　　1　2．0　　1．8　　1．3　　1．0　　2，5

　植　　　　：被　　　　率　　　　　　　　　i　　70　　　　95　　　　80　　　　90　　　　90

遡璽　し．5・．65．・・
群集標二種及び区分程

　マコモ

キショウブ

群集標徴種

　クサヨシ

群集漂潮回

　オギ

ョシクラスの種

　ヨシ

随伴種

　ヨモギ

　ヤナギタデ

　クコ

　ノイバラ

　シロザ

　ホウキギク

　ケアリタソウ

　ツユクサ

　スギナ

　ヘクソカズラ

　メドハギ

　ヌカキビ

　トダシバ

　ヤブガラシ
　　ロ　　　　　　ぐ　ミゾソハ

　イヌコリヤナギ

｝撃1： ●
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1轟勘蓼毒誌

繍鑛、

羅

　　　懸磯　　鞭軽羅

灘難欝欝
i欝欝驚轟．

　　　Phot．17金飼刀1河岸に広く生育するオギ群集。手前はメヒシバ群落。

　　Miscanthetum　sacchariflori，　dasamUferdesKanamegawa－Flusses
weit　verbreitet　ist．　Im　Vordergrund　die∬）ノ9’～ごω闇1α羅50召～κ～8〃3－Gesellschaft．

端 端塞確穐 ．達／・

Pho重．18　土砂堆積地にミズガヤツリーサンカクイ群落の先駆植生が，背後の砂礫

　　　　　　　地にツルヨシ群集が帯状に生育している（相模川河口付近）。

　　Auf　zeitwellg　trocken　liegen　dem　und　Feinsand－Boden　wachst　als　Pionler－Vegetation

die　qyμ2曾μ∫∫θノリ蘭3zご∫一3‘fη）榔彦ノ・ゆ’βオω㌔Gesellschaft．　1）ahinter，　wo　Kies　und　Grob－Sand

angeh装uft　sind　tritt　g廿rtelartig　Phragmitetum　　japonicae　auf（Sagami－FluB）．
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．⑪

1 2 3

．、

4 5 6

恥

7 5 8 9

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Fig．11　河辺植生配分模式（相模川）

　　　　　　　　　　　　Schema　der　Verteilung　der　Auen－Vegetation（Sagami－FluB）．

1：開放水域　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5　ヨシ群．落

　　Offenes　Wasser　　　　　　　　　　　　　　　四二㎎〃～加∫ω〃〃脚～ガ∫一Gesellschaft

2：オ‘オクサキビーオオイヌタデ群．落　　　　　　　　6：オノエヤナギ群落

　　姦・～～α〃ノ’譲伽オ・〃’ゲ♂・η〃〃一んら・8η・～・‘ノ・♂　　　　3α砒5α6伽Z’ノ～8’．～∫’5－Gesellschaft

　　1曜）α〃L⑳♂∫μ〃z－Gesellschaft　　　　　　　　　　　7：ヒメガマ群落

3：ミズガヤツリーサソカクイ群落　　　　　　　　　　　乃φ1～ααノ～gz‘5‘α‘α一Gesellschaft

　　Cひソ＞6ブπ55‘ヲノリだ〃z‘∫一5び厚）～硲’ノゴg～躍忽ノ㌔　　　　　　　　8：クコーノイノミラ君羊落

　　Gesellschaft　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　々yc～z〃；ぼ〃1～8〃5召．Ro5α〃”‘Zσπωτ‘一Gesellschaft

4＝ツルヨシ群集　　　　　　　　　　　　　　　　　　9：オギ群集

　　Phragmitetum　japonicae　　　　　　Miscanthetum　saccllariξlor…

Nr．　d．　Aufnahme：

Dat．　d．　Aufnah鷺1e；

Gr6Be　d．　Probeflache（m2）：

Hδhe　d．　Vegetatbn（m）＝

Deckung　d．　Vegetatlon（％）；

ArtenzahL

Tab．！3ヒメガマ群落
　　り己yソ）1Lααπ9’‘5‘α’α一Gesell．schaft

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　調　査　番　号

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　調査年月iヨ

調

植

植

出

土　面

　生

　被

現　種

積

高

率

数

　1

’74

10

　5

5×5

1．7

70

　2

Trennart　d．　Gesellschaft：

　乃やゐαα’箸κ5如’α

Begleiter：

　飢7囎’〃盛廊θ560ノπ〃κ‘ノ～δ

　調査地Fundort：Sagami－Flu8ホ目模川

群落区分種

　ヒメガマ

随俳種

　ヨシ

4。4

1。2
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　11．　ヒメガマ群落

　　　丁〃Pゐααπ9πs加加一Gesellschaft（Tad．13）

　相模川下流の冠水域で，常に停滞水がある欝欝地には，ヒメガマが草丈1．7mと高く生育して

いるのがみられる。また市内の溜池では停滞水の中にヒメガマのみの純群落を形成しているとこ

ろもある（Phot．20）。

　相模川ではヒメガマ群落の立地は流水面と同じか，あるいは低い立地に生育している。ウキヤ

ガラーマコモ群集と同様に増水時に水が流れるが，土壌は砂壌土上に泥土が厚く堆積している。

　梢模川下流付近における各群落の配分模式がFig．11に示されている。

鎌灘螺灘

Phot．19泥土上に生育するヒメガマ群落。相模川の小流の停滞地に島状にみられる。

　　　　　Auf　lehmigen　B6den　wachst　die：乃ゆ1協αノへgκ∫’αψα一Gesellschaft，　deren

　　　Bes伽de　am　Saga職トFluB　vorkommen，　wo　das　Wasser　stehen　bleibt．



67

謄一ガ／母畷

灘灘麟灘

饗難 癖緩灘

・齢霧

単琢1雛；

欝1

　　　　　　Phot．20　水田放棄地や溜池にみられるヒメガマ群落。

D三e乃，ん露〃管〃諾αよα一Gese1｝schaf亡kom熈auch圭n　aufgegebenen　Reisfeldem　oder　Te重cllen．

B　代　償　植　生

　　Ersaもzgese至1schaften

　平塚市では自然植生はきわめて少ない。人為的影響によりおきかえられた“代償群落”（Ersatz－

ge＄ellschaften）によっておおわれている。

　農然植生は海岸砂丘あるいは河川沿いなどのきわめて乾燥している，あるいは頻繁な冠水など

の厳しい立地条件下に残されている。また面積的には少ないが西部の丘陵地や台地斜面に屋敷林

の形で残されている。

　平塚市の30劣をおおっている水田地帯には水田雑草や水田放棄地雑草が，また市街地には路傍

雑草や造成地の一年生雑革がみられる。西部丘陵地や台地には，斜面に二次林，竹林，植林が多

い。このような植分は二次的に伐採・刈りとり・植林あるいは糊・作などの人為的影響とつりあっ

て生育している代償植生である。

　代償植生は時間的に群落遷移の途中相の一つの概念であり，空襲的には人為的植生単位系列を

示している。また立地固有の潜在自然植生の人為的干渉の有無による群落系列（Gesellschaft－

sserie）の中での場（位遣Platz）を示す。

　平塚濱では，6群集，16群落その他4がみとめられた。
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　1．　クヌギ一議ナラ群集

　　Querceもum　ac｛ltiss呈mo－serτaもae皿童yawaki1967（Tab．14）

　大磯丘陵の斜面や金呂台地斜面には，高木層に夏は葉をおいしげらせるが秋季に黄や赤に色づ

き，冬季落葉して枝のみ残すコナラ，エゴノキ，ヤマザクラ，クヌギが優占する植分が広がって

いる。これらの植分は立地や斜面によってクヌギーコナラ群集，オニシバリーコナラ群集及びイ

ヌシデーコナラ群落に区：分された。

　クヌギーコナラ群集は関東ロームが被覆する台地に多く（Phot．22），大磯丘陵の子供の森では

海から数kmであるが潮風の影響もなく，関東地方の沖積台地に一般にみられる。いわゆる“雑

木林”と同じ形態，同じ種組成を示している。比較的頻繁な下灘刈りが加えられているところと

やや粗放的な林分がみうけられるが，アズマネザサの優占度の相違と，ススキ草原構成種の多少

により比較することができる。また10～15年に1度伐採が繰りかえされ薪炭林として利用されて

きたため株立ちしている。

　クヌギーコナラ群集は関東地方の洪積台地に広く分布し，クヌギ，キンラン，ホソバヒカゲス

ゲ，ヤマコウバシを標徴種としてまとめられている（横山，井手，宮脇1967）。平塚市では林内

にホソバヒカゲスゲが記録されなかったが，平塚市内でみとめられた他のオニシバリーコナラ群

　　　　Phoも．21平塚市西部に広くみられるクヌギーコナラ群集。

　　Sekundar－WalddesQuercetum　acutissimo－serratae，　daslm
Wesdichen　Teil　der　Stadt　Hiratsuka　noch　weit　vorbreitet　ist．
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勢望
灘1

　　　　騰麟．

聾難欝雛

’轟

雛轟灘綴擁灘

Pho毛．22　関東ロームを基盤とした立地にクヌギーコナラ群集がみられる。

　　　　　　Quercetum　acutissimo－serrat託しe　au壬der
　　　　Kanto－Lohm（Tsuch玉ya）．

集とイヌシデーコナラ群落に対してコウヤボウキ，コチヂミザサ，シラヤマギク，ノガリヤス，

オケラ，サンショウ，イチヤクソウなどの区分種によって区分される。

　クヌギーコナラ群集は樹高9～13mと比較的低く，高木層，低木層，草本層の3～4層群落を

形成している。

　クヌギーコナラ群集はさらにカキノキ，ワレモコウ，アカマツ，ツリガネニンジンで区分され

る植分とノブドウ，キヅタ，ヤマコウバシ，センニンソウ，アオキ，ヤマノイモ，シュンラン，

ヤマテリハノイバラ，イボタノキ，ヤマグワ，テイカカズラ，スイカズラ，ナツヅタ，ヤマイタ

チシダ，トリアシショウマで区分される懇懇に下位区分される。平塚市におけるクヌギー諏ナラ

群集は，関東地方の他の植分と比較して特別な区分種をもたない。したがって群集以下の下位単

位としては典型璽群集にまとめられる。アカマツ，カキノキ，ワレモコウ，ツリガネニンジンで

区分される植分はアカマツ変群集，ノブドウ，キヅタ，ヤマコウバシ，ヤマテリハノイバラ，セ

ンニンソウ，アオキなどで区分される植分はヤマテリハノイバラ変群集にまとめられる。

　アカマツ変群集は，平塚市真田の住宅地の裏の斜面や下吉沢に点在している。よく子供たちの

遊び場，公園として利用されている。

　また，頻繁な下草刈りなどの人為的影響が大きいために3願構造の森林形態を呈しており低木



70

層の植被率は5％から20％と低く草本脳においてススキ草原構成種のワレモコウ，ツリガネニン

ジン，ノガリヤスなどが多く生育している。

　ヤマテリハノイバラ変群集は，平塚市下吉沢付近の丘陵地から大磯丘陵や，金目台地にひろく

生育している。クヌギやロナラ林は木炭や薪から石油，電力というエネルギー革命に伴ない経済

的価値は下がり現在では，わずかにシイタケの原木用として利用されているにすぎない。そのた

め，人為的干渉の程度により継続的に2次的進行遷移退行遷移を繰りかえしていた植園は人為

的干渉が一時停止されることによって自然植生のシラカシ林への復元途上の植分もみられる。人

為的干渉が粗放的になったためにアズマネザサが草本層や低木層に難度3～4と優醸し，低木類

の復元も多い。アカマツ変群集が出現種数50～65種であるのに対し，ヤマテリハノイバラ変群集

は63～82種ときわめて多く，今まで定期的に管理されていた植分が一時的に管理をやめたときに，

ジャングル状になることがよく理解される。

　クヌギーコナラ群集は人為的な一定の管理のもとに持続している植分といえる典型的な関東地

方の二次林である。クヌギーコナラ群集は関東地方では埼玉県武蔵丘陵付近や東京都南多摩など

のやや内陸地の洪積台地ではオオバギボウシ，カシワバハグマ，ネジキ，ヤマハンノキなどを

灘灘

織1巾・

欝審鍵

慧講

灘撃鞭

　Phot．23　下草刈り，落ち葉かきが行なわれている二次林（浅間山）。

　Sekundまr－Wald　des　Quercetu1R　acudssimo－serratae、　dasunter
den　regelmaβigen　menschlichen　Einwir1（ungen，　wie　Mahd　des　Unterwuchses　oder

Streu－Gewinnung　steht（Sengenyama）．
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林床に有し，オオバギボウシ亜群集として区分される。平塚市，鎌倉市，横浜市，茅ケ崎市など

では特別な区分種をもたない典型亜群集として区分されている。さらに武蔵丘陵ではレンゲツツ

ジ，アオハダ，タガネソウ，ウメモドキ，ナガバコウヤボウキ，リョウブなどで区分されるコナ

ラ林がみられるが，常緑広葉樹林の北限に近い福島県浜通り地区でも類似した種組成をもつ二次

林が記載されている（宮脇・藤原・原田1976）。福島漿浜通りでは自然植生にシキミーモミ群集

がみとめられているが，南から北までコナラ林いわゆる二次林の資料が集まった現在新しい見方

㈱

、

，，． A　r舳

。

　　　89
　675

帥

ご

〃一

　儀藻・」

粗拙
’・

　　　　13
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　媛蓼
ρ1617
15
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著

　　　　　　　22　　　21　15
　　201819

　　　　　　　　　　　4　　　　　　　　2　3
　　　　　　　玉

　　　　　　　　　　　　Fig．　U　クヌギーコナラ群集断面模式

　　　　　　VegetationsprofildesQuercetum　acut三ssimo－serratae
1＝ノイバラ∬く05‘‘〃〃‘Z孟ク『Z｛〃u　　　　13＝コゴメウツギ5’ゆ1～α’～α‘1ノ石f〃（2～∫α

2：コ　ナ　ラQ配’τ〃∫561フτ蹉α　　　　ユ4：アラカシ（2配’τκ∫g如’κα

3：ヤマツツジR／zo‘！048〃‘～m～～ゐ‘躍〃4ゾ1り一～　ユ51エゴノキ54y’u必ノ‘ψo〃∫αz

4：アズマネザサ　∫11wz4”～‘〃ゴα訪1ノ～0　　　　　16：シ灯油メナ　ノ1∫孟8rα9βノ厩。ノ‘16∫var．

5；ク　ヌ　ギQ配ノτ～’∫α躍彦～∬1ノ〃α　　　　　　　　1～α1u8£Zα，αzノ～〃川∫

6：ク　　　　　　リ

7．ヤマコウバシ

8：ネ　ム　ノ　キ

9：コウヤボウキ・

10：ムラサキシキブ

11：オオバギボウシ

12：イ　ヌ　シ　デ

Cα∫忽ノ～8αθで〃α‘ζ1

ゐガノ～48’㍑9～ακビα

・4zろ舵ノαノ～’”ゐ’伽1ノ’

麗”砂α5α〃κZo〃∫

C詔～6αノμブ妙07～∫ω

Ho∫’αノπo〃孟αノ～α

C砂励z‘5‘∫01zoノ～o∫々’～

ユ7：ヒカゲスゲCαノで2コZα〃ぐ沼。～α’‘ε

18：ヤマテリハノイバラ　Rθ∫α伽ビ～α‘’

19：キ　ン　ラ　ソC昭ゾ～α♂α〃晒ω駕ノ混Zビ配α

20：ガ　マ　ズ　ミ　V必～〃初〃πζ躍磁漉z〃μ

21＝ノガリヤスCαZα〃臨g7り∫孟f∫α耀ノ7ご♂加召。8α

　　　　　　　　　var．ゐノττ吻吻露1～α

22；ジャノヒゲ（沙11∫（ψogo刀ノ砂07～fc£’∫
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でみなおすことがさらに期待される。

　コナラ林はさらに常緑広樹林域より北上し，夏緑広葉樹林（ブナ林一ブナクラス）の下限付

近の代償植生としてカスミザクラーコナラ群集及びオオバク戸モジーコナラ群集がみとめられて

いる（宮脇・奥田・佐々木他1973，大場1975）。

　これらのコナラ林はイヌシデーコナラ群団にまとめられコナラーミズナラオーダーに所属する。

さらに夏緑広葉樹林を代表するブナクラスに所属するか，或は新しいクラスが独立できるかどう

かは，現在資料が少ない表日本のブナ林やアカマツ林，ミズナラ林，シデ林，ケヤキ林などの資

料との比較の上で検討されることが望ましく，今後の比較検討にまちたい。

　関東地方でまとめられているクヌギーコナラ群集は自然植生がシラカシ群集の代償植生と考え

られている。平塚市ではシラカシの芽生えがクヌギーコナラ群集にみられないが，他地域とくに

多摩丘陵や穣模原：台地では林内にシラカシの芽生えがきわめて多く，隣接する神社林，屋敷林に

残されているシラカシ林より，クヌギーコナラ群集の潜在自然植生はシラカシ群集と考えられて

いる（横山。ジ剃手・宮脇！967）。

　2．　オニシバリーコナラ群集

　　1）3phno　pse双do一蓋uezereum－Querceもu貰n　serratae　M圭yawakieもaL　l971

　　（Tab．！5）

　高麗山，浅閥山の南斜i苗は海に面し，比較的乾燥しやすい。湘南平から浅間山にかけて，罷根

の突出部に回状にコナラ林がみられる。子供の森付近と異なりトベラ，オオバイボタ，オニシバ

リなど海岸性の，あるいは第三紀層基盤の立地に生育する種類がみられる。林内はきわめて乾燥

し，やや凹状地にはタブノキも生育しているが，ヤブラン，テイカカズラ，アラカシ，ジャノヒ

ゲ，カゴノキ，ベニシダ，モクレイシなど常緑植物が比較的多い。このような林分は平塚市内の

他のコナラ林と比較してオニシバリを標徴種，トベラ，オオバイボタ，ク戸マツ，カゴノキを区

分種としてオニシバリーコナラ群集にまとめられた。

　オニシバリーコナラ群集は関東ロームをかぶった洪積台地や丘陵に生育するクヌギーコナラ群

集に比較して常緑植物が豊富である。

　オニシバリーコナラ群集は逗子市，鎌倉市，藤沢市で，高木層の落葉樹と低木1蕾の常緑広葉樹，

そして冬に目立ってくるオニシバリが生育する林分について，オニシバリ，カラスザンショウ，

イヌビワ，アカメガシワを群集標徴種及び区分種としてオニシバリーコナラ群集にまとめられた

（宮脇・藤原・原田・楠・奥田1971，宮脇・原田他1973，宮脇・藤原他1971）。オニシバリー

コナラ群集は関東ロームの影響が少ない第三紀層の地質を億体とした地域に成立している。平塚

市では関東ローム被覆地が，平塚市酒部から北部の丘陵地に集中しているため，第三紀層地域が

函部から北部にかけて少ない。また現在の諏ナラの二次林を調査してみると，オニシパリーコナ
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　　　　　　　　　Fig．12　オニシバリーコナラ群集断面模式

VegetationsprofiidesDaphno　pseudo－mezereum－Quercetum　seτratae

1：ヒカゲ．ヌ、ゲCαノでんZαノz680Zαオα

2：イボタノキゐ∫9κ∫”wπoム如∫｛ルZ’z〃〃

3　：ク　　　　　　　リ　Cα5如ノz8α61r8刀α雄

4：イヌシデCα1ψ翻4∫孟56加〃。∫た1’

5：オオバイボタ　ゐノ9κ諾π〃πoηαZゲbZ～～’〃’
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14：ヤマテリハノイバラ　沢05α盈6∫α8
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19：アズマネザサ　みノ4z〃κ♂fπα7甲如611∫〃0

20：ヤブコウジゑ7翅∫∫fαブ4ρo加侃

ラ群集はきわめて少ない。また他の鎌倉市・逗子市や三浦半島にみられるようなスダジイなどの

常緑広葉樹萌芽林はみられない。これも比較的土壌堆積が良好なことにおうものと考えられる。

　3．　イヌシデーコナラ群落

　　C霧rp隻鷺us　もsc黙oRoskiレQuercロs　serraも艮一GeseHschaft（Tab．16）

　一般にシイ林からカシ林へ移行する丘陵地斜面に，樹肌に白い隆起が平行に走るイヌシデが優

占している林分がみられる。

　平塚市では根坂間と浅問山に特異な群落をつくっている。このようにイヌシデが優占する植分



74

はイヌシデーコナラ群落として，タブノキ，クマノミズキ，クマワラビ，マユミを区分種として

まとめられた。

　平塚市におけるイヌシデーコナラ群落はさらにノイバラ，ピサカキ，ヤブニッケイ，ムクノキ，

トコロ，ノブドウ，ヤブツバキなどで区分される根坂間付近の植分と，ミズヒキ，タマアジサイ，

オオバギボウシ，エビネ，オオバイボタ，ジロダモ，イヌショウマ，ヤマノイモ，タマガワホト

　ゴ
　　臓讐簿、
亀謬　　・

舞滋灘

馨

離職

獄・・

　　セ　　　じ　お

響灘，

．欝

　・議

門

雛

Phot．24大磯丘陵にみられるイヌシデー潔ナラ群落。低木層にアオキが優略している。
　　　　　　　Cαη〉’〃～‘∫’∫6ゐ。〃。∫々～’一（♪～岬rα’∫∫8〃・αオα＿Gesellschaft　auf　dem

　　　　　Oiso－Plateau．　In　der　Strauchschicht　do㎜iniert孟”α4～〉αノの》o’～～ぐ召．
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トギス，ウラジロガシ，イヌガヤで区分される浅三山付近の植分に下位区分される。

　根詳聞や土屋で見られるイヌシデーコナラ群落は，わずかに関東ロームの影響もあり，乾燥し

がちな立地である。表層土は比較的厚く，ミミズが多く生育しているところもある。立地からは

イノデータブ群集あるいはヤブコウジースダジイ群集典型亜群集の代償植生と考えられる。種組

成では区：分できない。タマアジサイ，オオバギボウシなどで区分される勲閥山北東斜漁における

イヌシデーコナラ群落は，低木層にアオキが被度4と優占した適湿地である。斜面上部であるの

にかかわらず，土壌は適湿で黒色土壌を示している。山頂部付近では岩盤がとび出し，露出して

いたが，岩盤上に土壌が堆積し，降水時土壌中に吸収された水分は岩盤と土壌の間を流れるもの

と考えられる。浅間山下部谷部にはイノデータブ群集の残存林分がみられるが，イヌシデーコナ
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　　　　　Fig．13　イヌシデーコナラ群落断面模式
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ラ群落は浅閥山ではイロハモミジーケヤキ群集の如上植生と考えられる。

　傾斜30～35。と急傾斜地に位濁するため豪雨などの際には表層土は流されやすい。したがって

山地斜面などでイヌシデ優占植分がみられ，低木層にアオキが優占している植分がある立地はき

わめて不安定で集中豪雨などの際にもっとも集中的に被害が起りやすい。開発，あるいは植林の

ための伐採計画の際には現在の状態で残しておくか，あるいは慎重に計画されることが必要とさ

れる。

　イヌシデーコナラ群落は，後者の浅閥山の例は除き，一般的に特別な区分種をもつことがない。

植物社会学的には暴騰シバリーコナラ群集にまとめられる。

　4．スギ植林
　　Or〃P加ηεθrεαノαpoπεcα一璽orst（Tab．16）

　平塚市西部の下吉沢，土屋，北金目台地の斜蒲のやや凹状地に帯状に，あるいは島状にスギ植

林が行なわれている。一般に谷部の適湿富養地はスギ植林が広く行なわれているが，平塚市では

西部｝こ山地・丘陵地が1製定されていることから他市よりも面積的に少ない。

　一般にスギの慮然の生育地は湿原の周眠から尾根筋の乾燥する風衝地にまで幅広い立地で網走

．磯論

、豪

糞ξ

Phot．25　平塚市西部のスギ植林地。平塚帯では他市に比較し，面積的に少ない。

　　　　　α膨・ノ〃81ゴα卿ω～ガα・・F・rst　im　westlichen　Hiratsuka，　der　in〔lieser

　　　Sta出im　Vergleich　mit　andeτen　nur　ein　kie三nes　Areal　hat
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から沖縄まで植栽が見られる。1属1種の，日本に限られた自生を示す植物である。天然のスギ

分布域はブナクラス域下部の多湿地や母岩の露出した尾根筋，急斜面などの立地条件の厳しい所

に串現する。立地条件の恵まれたところにみられるスギ林はその大部分が現在植林されたもので

ある。木材の商品三値の高いスギは，下草刈りや枝打ちなどの人間の管理のもとに霞然の立地と

は違った三門立地に他の競争力の強い種群を追い出して生育させられている。植林される立地は

一般に土壌が深く地味肥沃な谷筋や緩傾斜地に最も旺盛な生育を示している。一般的に年平均気

温10。～14。C，年降水量3，000mm以上が最適地とされている（林1968）。

　ヤブツバキクラス域で天然とされるスギ林は，沢スギなどともよぼれ湧水池周辺の岩上などに

も群落を形成している（富山県・宮脇他1976）。湧水地のようなところでも安定して表土が形成

されてくると常緑広葉樹林が復元してきて，スギ自体は随伴種として競争力に耐えかねて次第に

消えてゆく。

　平塚市で調査されたスギ植林はミツバアケビ，イヌワラビ，ホウチャクソウで区分される植分

と，ゲジゲジシダ，ノダケ，ヤブソテツ，タチツボスミレ，ウマノミツバ，タマアジサイ，タブ

ノキ，ミズヒキ，シ冒ヨメナ，トラノオシダ，イノデ，シケシダ，カキノキ，ヌルデ，ジャノヒ

ゲなど適旧地を好む羊歯植物や，常緑植物が多い三分が区：分される。

　ミツバアケビ，イヌワラビ，ホウチャクソウで区：分される植分は斜面中～上部の申生地である。

　ゲジゲジシダ，ヤブソテツ，イノデ，シケシダ，トラノオシダなど羊歯植物がきわめて多い二

分は平担地から斜面下部の湿性立地にみられる。

　平塚市におけるスギ植林は比較的頻繁に下枝落し，下草刈りなどの人為的管理が行なわれてい

るため出現回数も39～51種と少なく，潜在自然植生の構成種が少ない。わずかに常緑広葉樹のア

オキ，アラカシ，シロダモ，モクレイシ，ヒサカキが低木層に，草本層にベニシダ，オクマワラ

ビ，ヤブラン，キヅタ，ヤブコウジ，テイカカズラなど常緑植物が多いため，ヤブツバキクラス

に所属する常緑広葉樹林が潜在自然樵生であることが理解される。

　5、　クロマツ植林

　　Pεππ8餓混πわθrgだ一FOfst（Tab．17）

　相模湾に面した砂丘後背地の旧砂丘地帯には，ク戸マツが防砂林として植林されている。湘南

海岸の国道134号線沿いには，海岸線に沿って帯状にクロマツが植栽されている。

　群落の森林形態は2溜から3層構造と貧弱で，平塚市では4屑構造からなるクロマツ植林は，

クロマツが高木層にまで生育していることはあっても，調査区内における個体数が少なく，常緑

広葉樹や落葉樹を多く混生している。

　海岸部のクロマツは，平均樹高3皿と低く，出現種数26種ときわめて少ない。ヨモギ，コセソ

ダングサ，アレチマツヨイなどヨモギクラスの種とシ冒ザ，メヒシバ，カタバミ，ハコベ，ツユ

クサなどシロザクラスの好窒素性1年生草本植物が生育している。冬季の山火事防止のための下
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蜘磁輝擬羅照籔・

Phot．26海里のク戸マツ植林。潮風が強いため頭が枯れている。

　P∫πz‘∫疏瑚伽：9・露一Forst　an　den　Meeresk競ste．1）urch　den　starken

Meereswind　s呈nd　Oberte三le　der　Baumkronen　abges亡◎・ben，

刈りや落葉かきが頻繁に行なわれるため多年生草本植物や木本植物が生育できないと考えられる。

　わずかではあるが林内に自然植生の構成種である常緑低木のラサキ・，トベラ，ネズミモチが混

生している。

　クロマツは，風衝の強い，飛砂が激しい立地に植林されているため生育がきわめて悪い。ヨシ

ズにより防砂対策が行なわれているが，風衝が強いためクロマツはヨシズより高く生育すること

ができずに頭が枯れている。植栽のまぼらなところや，植林地のふちなどは，枯死するものもで

ている。これは本来の自然植生がチガヤーハマゴウ群集であるためと考えられる（p．53）。

　平塚市役所前の八幡神社のクロマツ植林地は，強い風衝の条件がなく生長がよい。林床にはノ

ブドウ，スイカズラ，サルトリイバラ，ナワシ醤イチゴなどマント群落の構成種や，アズマネザ

サ，トダシバ，ノガリヤスなど草原要素の構成種や落葉低木のヤマグワ，イボタノキ，ムクノキ

などが生育している。下草刈りなどの人為的干渉が一時懸離しているためと考えられる。

6．モウソウチク，マダケ林

　pゐ〃10ε如8ゐ〃8乃8fθro6〃oZαvaL　Pπあε88θη8，　pゐ〃～Jo8，αo乃〃8ゐαηのπ80ε4ε843estand（Tab．19）

平塚市西部では，丘陵地と沖積地の境界に農家が集落をつくっている。農家の裏山の斜面から
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低地にかけてモウソウチクが植栽され重い葉先をたれているのが島状に集落にみられる。竹林は，

タケノコの食∫臼，竹細工用あるいは地盤安定用や観賞用に植えられたもので，田園景観の一景に

なっている。

　モウソウチクやマダケはヤブツバキクラス域に多く植栽され，平塚市では，イノデータブ群集

やヤブコウジースダジイ群集あるいはシラカシ群集，ケヤキ壷群集の土壌の深い肥沃な適湿立地

に植栽されている。モウソウチク及びマダケは，一般に貧養・乾性立地には育たないため適潤肥

Phot．27　モウソウチク林。竹林下にシイタケの栽培が行なわれている。

　　　BambUS－F・rSt　V・n昂y♂・3’αC1麗厩伽Cン磁Var・ρ・・6θ5Cθ・～5・
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Tab．2Gマダケ林
疏〉〃・纐晦∫ゐα〃珀～‘5・∫40∫一Bestand

Nr．　d．　Aufnahme：

Datum　d．　Aufnahme：

Gf6βe　d．　Probeflache（m2）：

H6he　d．　Baumschicht（m）：

Deckung　d．　Baumschicht（％）：

H6he　d．　Krautschicht（m）：

Deckung　d．　Krautschicht（％）：

Artenzahl：

調　査　番号

調査年月　摂

調査薗
高木暦の高さ

高木層植被率
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植栽樹種

　マダケ

ヤブッバキクラスの種

　ヤフフン

　シロダモ

　ヤブソテツ

その他の種

　トコロ

ケヤキ
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ポウチャクソウ
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ロ　　　　　　　　　
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　　　　　　ウマノミツハ

アカネ

ミツノミ

タンキリマメ

ツタウルシ

ノイバラ

ケチヂミザサ

クワクサ

コゴメウツギ

アシボソ

シオデ

イロハモミジ

アズマネザサ

エノキ

ヤマブキ

ミズヒキ

タラノキ・

B

K
K
K

B

K
B

K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K：

K
K
K
K
K
K
K
K

1

’74

7

16

5×6
8

90

0．5

30

30

5・5

十

÷

十

1・2

十

1・1

2。2

1。2

ユ・2

十

十

十

÷

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

1・2

十
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調査地Fundort；Okazaki岡；田

圃立地の指標種とされる。竹林で有名な京都では，貧養地でもわざわざ肥料をほどこし竹林を育

成しているところもある。人為的管理の行き届いた竹林では，高木層が85～95％と高い植被率で

おおわれ，低木層は一般に20％以下と低い。しかし，管理がおろそかになると，謀議・富養立地

のため，羅綾素性の雑草をはじめとしてあらゆる群落の構成種が一時的に生育するようになり，

下草刈りなどの管理されている竹林に比較して出現騒騒がきわめて多い。

　竹林の土壌は厚く適湿で肥沃なため，湿性指標種のドクダミ，イヌワラビ，ホウチャクソウ，

ミズヒキ，アオミズ，エノキなどが生育している。また，比較的人為的影響が少ない竹林では，

潜在自然植生の構成種の復元がはやく，常緑植物のアオキ，シロダモ，チャノキ，ヤブラン，ヤ

ブコウジ，シュロなどが生育している。また，平塚市内の竹林ではシイタケの栽培が行なわれて

いるところが多い。

　マダケ林は岡崎でみられた。圏内は植被率90傷でおおわれ密閉されているが，ケヤキ，ドクダ

ミ，アシボソ，イロハモミジ，ミズヒキなど湿性肥沃土壌指標種がみられる。

睡

灘1

畿馨嚇％

護

試

醸
　Pho£．28　メダケ群落。金目川支流の土屋橋付近に生育している。

　　Die五η〃～読〃αノ¶げα5乞〃～oπ猷一Gesellschaft　ist　e煎lang　eines　Nebenflusses

deS　Kaname－FIUSSeS　entWiCkelt．
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　7．　メダケ群落

　　孟r麗πdε泥αrεα8ε配。πεε一Gesel監sch駄ft（Tab．21）

　メダケは，東北地方南部から低緯度地方ヘヤブッバキクラス域に広く分布して生育している。

　生育地は海岸の風衝地や河川沿い，あるいは九州では山地斜面の土壌の深い透水性の良い立地

に生育している。

　海岸では断崖風衝地やチガヤ，ハマゴウ，ハチジョウススキなど海岸風衝草原の後列にマサキ

ートベラ群集の代償植生としてヤブコウジースダジイ群集の前列にマント群落の形で生育してい

る。

　広い河川では，流水域から前列にヨシ，オギ，ススキ草原が配列し，後背地の高水敷にメダケ

群落がみられる。細い河川では古くから自然堤防上に堤：防強化のため植栽されているところが多

い。三浦半島では細く帯状に川の流れにしたがってメダケ群落がみられる。南は九州まで全国各

地に多い。

　平塚市では土屋橋の堤防上に一ケ所みられた。メダケ群落はメダケが地表部分から桿の部分ま

　　　　　　　　　　　　　　　Tab．21メダケ群落
　　　　　　　　　　　　　　　ルw～4カ～αノブα5∫〃彦。ノ副一Gesellschaft

Nr．　d．　Aufnahme：　　　　　　　調査番腎　　　　i　！
Datu搬d．　Aufnahme：　　　　　　　　　　　　　　　　調査i年月　日

£xposition：

Neigung　（o）；

Gr6Be　d．　Probeflache（m2）：

Hδhe　d．　Strauchschicht（m）：

Deckung　d．　Strauchschicht（％）：

H6he　d．　Krautschicht（m）：

Deckung　d．　Krautschicht（％）：

Artenzah1＝

方　　　　位：

傾　　　　斜
調　査　面　積

低木腰の高さ

低木層植被率

草本層の高さ

草本層植被率

田　現種　数

Trennart　d．　Ggse痴chaft三

　Aフ・κπ読ηαプぬ∫ゴ7π01～距

Begleiter：

　ゐ。肱87uノゆ。ノ～∫cα

　ムy6∫z‘〃βc1L∫ηεノ2∫θ

　Ro5α〃3z6諺ゲZoπz

　Hμノπz伽5ノ妙。煎’‘5

　α8ノπα‘∫5妙曜b伽

　Gα伽η多功％漉〃πf．5孟1ゴgo5〃μ

　Co冗y4α傭f／zcゴ5α

　勘πzgη漉θ560η〃π％πf5

　みyooプど57π4嬬α

　調査地　Fundort：Tsuchiya－bas｝｝i土屋：橋

群落区：分遣

　メダケ

随伴種

　スイカズラ

　クコ

　ノイバラ

　カナムグラ

　ボタンヅル

　ヤエムグラ

　ムラサキケマン

　ヨシ

　マンジュシャゲ

S

S

K
S

S

K
K
K
K
K
K

’75

　4

28

　S

　5

2x10
2．5

95

0．2

20

！0

5・4

1・2

2・2

十

十

1・2

十

十

十

十

十
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で密に空闇を占有しており植被率は95％と高い。したがって群落内の構成種は10種程度で植被率

も20％と低くスイカズラ，カナムグラ，ヤエムグラ，ボタンヅルなどつる性植物が多い。

　隣接する茅ケ崎市では水田の縁，あるいは畑の縁や土堤などにみられる。

　8．ニセアカシア植林

　　．RobεπεαP8ε認ひαcαcεα一Foτsも（Tab．20）

　春季に白い花を枝いっぱいにつけ，甘い香りを発散させるニセアカシアの植林が下吉沢と真田

にみられた。真田では高木第1層に樹高14mまでニセアカシアが生長している。高木第2層には

ニセアカシアは9mまで生長してスギが植林されているのがみられた。ニセアカシアは地下に根

粒バクテリアをもち空中の窒素を固定するのでいわゆる肥料木として植栽されやすい。

　平塚市では林床にアズマネザサが優占し，すでに肥料木としての役割はみられない。

　一般にニセアカシアは防風林として急速緑化用に植栽される。日本海側の砂丘地帯に帯状に植

栽されている。また神奈川県下では砂防工事用あるいは砂丘のクロマツ植林の肥料木として植栽

されている。立地が二二な場合，急激に一一時的富養化を招き，好窒素性の雑草繁茂を招きやすい。

また一度活着すると根により繁回し，また種子による播植も強いため絶減することが不可能とな

る。世界的にもボ皿山の緑化などに利用されていたが，後に自然林に復元させることが困難にな

るため，最近ではニセアカシア植林に大きな問題が出ている。肥料木としてさらにハンノキやヤ

シャブシが使われているが，先駆植生などの自然植生の構成種であるためニセアカシアより重視

されている。

　9，モミジイチゴ群落

　　伽わπ8PαZ〃2α如8　vaτ．　Oqρ∫ρρ勿〃μ8－Gesellsckaft（Tab．23）

　根旧聞の畑地のふちでクリの果樹園に接して，モミジイチゴが温度5と優上する二分がみられ

る。2mの幅で植生高2mにも達し，棘をからませて生物が入るのをこぼむかのようにみえる。

モミジイチゴの下にヘクソカズラ，イシミカワ，アカネ，コヒルガオ，アオカモメヅルなどのツ

ル性あるいはほふく性のマント群落やソデ群落構成種がみられる。モミジイチゴ優占植分はこれ

らのつる植物やほふく性の植物を区：分種としてモミジイチゴ群落にまとめられた。

　モミジイチゴ群落は春季白い花をつけその棘に似ず清そな外観を示す。また夏季に結実しオレ

ンジ色の果実はうす甘く，野外で口にするキイチゴ属Rzめ鰯の植物としては比較的美味である。

公園計画などで子供の侵入をこぼみたい地域などにモミジイチゴの生垣をつくり利用することも

可能である。

　また果実は野鳥が好み，多彩な生物共同体の形成にも役立つ。モミジイチゴ群落中には小鳥の

巣がみられた。

　10．　クコーノイバラ群落

　　L〃伽俄。んεπeπ8θ一Rαsα〃己祓削orα一Gesellscha蚕t（Tab．24）

　平塚市の西部を南北に流れる桐模川の河川高水敷の微地形的に凸状地上や花水川の土堤上に帯
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Nr．　d．　Aufnahme：

Dat．　d．　Aufnah鶏e：

　　　Tab．23モミジイチゴ群落
R〃加∫！）α♂〃置‘z孟～‘εvaτ．αψ’砂1吃ゾZz∬一Gesellschaft

　　　　　　　　　　調査　番号
　　　　　　　　　　調査年月日

Grδf3e　d．　Probeflache（m2）：

H6he　d．　Vegetation（m）：

Deckung　d．　Vegetation（％）：

Artenzahl：

調査醗積
残　　生　　高

植　　被　　率

出　三種数

1

，74

7

17

2x2
2

100

12

Trennarten　d．　Gesellschaft：

Rz‘うz6∫μ〃z磁5　var．αψ6（～ρ嗣z～‘∫

　Rzθ48ノ・ごα50αノ148／Z5　var．η忽1でf

　ん砂goπμη砂βノブbZ厩～〃z

　Rzめ忽αゐαノ～6

　0α乙y5689ぬる86θπzoθα

　でyZ（ψ1正07Uα廊孟oZO61Lガ0げ48∫

Begle1ter：

　五7・〃z4fπαブ∫α01z∫ノ～o

　COノπηZ4カZαCO刀ηノみ乏〃Zゼ∫

　κ卿5伽刀Zαプηθπ56var．うωでαZ8

　・4フ¢θ1π短αρ7ゼπαψ5

　ム売56αノz’1耀∫∫〃昭ノz∫∫5

　ゐαo‘zκαfη漉6αvar．　Zα‘’，エ忽α

　調査地Fundort：Nezakama根坂間．

群落区分種

　モミジイチゴ

　ヘクソカズラ

　イシミカワ

　アカネ

　コヒルガオ

　オオカモメヅル

随伴種

　アズマネザサ

　ツユクサ

　スギナ

　ヨモギ

　ススキ

　アキノノゲシ

5・5

十

十

十

十

十

十

十

十・2

十

十

十

状にクコーノイバラ群落がみられた。植生高は，1mで雨跡率が90％と高く，クコが被度4と優

蔑して生育している。クコーノイバラ群落はクコ，ノイバラ，つる植物のガガイモ，ヘクソカズ

ラ，ツルウメモドキで区分される。冬季草本植物が枯れ，一面黄色くなっている時に緑色をあざ

やかに映し出しているのがこのクコーノイバラ群落である。比較的乾燥した凸状部で，砂壌土の

富栄養地に生育している。

　群落構成種は，区分種の他に多年生草本植物のオギ，ヨシ，ヨモギ，チガヤ，一年生草本植物

のツユクサ，ケアリタソウ，アキノノゲシが低い被度で生育している。

　クコーノイバラ群落は，冠水の頻度の比較的少ないヤナギ林やエノキ，ムクノキ林が洪水の際

や，人為的干渉により破壊された後に2次的に生育するものと考えられる。種紐成的につる植物

が多く，マント群落に含まれる。

　花水川では畑地に接し土堤上に生育しているのがみられる。
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Nr．　d．　Aufnah組e：

Dat．　d。　Aufnahme：

　　　Tab．24　クコーノイバラ群落

義y6勧π1励θπ∫6－R・5α刀臨Z孟ゲZ・’π一Gesellschaft

　　　　　　　　　　調　査　番号

　　　　　　　　　　調査年月日

Gr6Be　d，　Probeflache（m2）：

鷺6he　d．　Vegetation（m）l

Deckung　d。　Vegetation（％）＝

Artenzah1：

調査面積
植　　生　　高

植　　被　　率

出　三種数

1

’74

10

5

5x5
LO
90

13

Trennarten　d．　Gesellschaft：

　ムyo伽ηzo1珈6ノ～3θ

　Ro5α槻‘ZがZoπ己

　漉ψ妙Zθ葱5ノ＠oπf‘α

　拓θ4θ7・’α5cαπ漉ノz∫var．フ照力窃

　CθZα3彦勉50乃1α‘Zα孟Z‘5

Begleiter：

　M∫5cαπ疏κ∫3αcc肱プびZo7％5

　勘π乙9漉’8∫ω〃匹〃3z〃zf∫

　Clzθπ砂04た‘〃昭η3うアη5ガ。∫40∫

　CO2πη昭Zゴノ～αωノ〃2観π∫∫

　E卿勲〃Zα塑8ノ～∫θvar．ゐ・’でαZ8

　A漉〃3ガ5～αρ禰α桝

　五α‘孟～κα加4’cαvar．♂‘zc∫，～ぬ薦

　1ηψ8r伽¢ゾ～〃ど’加var．た08π嬉～～

　調査地　Fundort：Fluβ一Sagami相摸川．

群落区分種

　クコ

　ノイバラ

　ガガイモ

　ヘクソカズラ

　ツルウメモドキ

随伴種

　オギ

　ヨシ

　ケアリタソウ

　ツユクサ

　スギナ

　ヨモギ

　アキノノゲシ

　チガヤ

4・4

1・2

1・2

2・2

1・2

十・2

十

十。2

十

十

！・2

！・2

　11．アズマネザサーススキ群集

　　Arundi訊ar三〇　ck隻no－Miscant盤et縫m　si慧ens隻s厳iyaw3k呈1971（Tab．24）

　平塚市根坂間の台地上で，畑の縁や境界にアズマネザサが被度3と優占しておおっている植分

がみられた。市内ではアズマネザサが優占している配分は多くはないが董平や虹ケ浜などで，空

地や畑放棄地にススキに混生してみられる。

　このアズマネザサで特徴づけられるススキ草原は，関西地方のネザサで特徴づけられるススキ

草原と区別して，アズマネザサーススキ群集にまとめられる。

　平塚市では，アキノノゲシ，アメリカセンダングサ，イヌビユ，カヤツリグサ，ダンドボロギ

クなど一年生草本植物やイシミカワで区分される植芝と，メドハギ，ヌカボ，コセソダソグサ，

アレチマツヨイで区：分される二分に下位区分される。

　アキノノゲシ，アメリカセンダングサなどで区：分されるアキノノゲシ亜群集は関東ローム堆積

地などの土壌が堆積した畑放棄地に発達している植分である。畑耕作地は耕作放棄されると，一
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年目にメヒシバが急激にふえ一面におおう。さらに2年目にかけて越年生のムカシヨモギ属

Eプfg6プ。πの植物が生育し，ヒメムカシヨモギ，オオアレチノギク，ヒメジョオン，ハルジオン

などが背の高い高茎草原を形成する。さらに3～5年経てススキ，アズマネザサなどの多年生草

本植物が生育して，ススキ草原に遷移する。

　アキノノゲシ亜群集はススキ草原に遷移した初期にあたる。したがってススキ草猿の構成種は

ほとんどみられない。

　メドハギ，ヌカボ，コセンダングサ，アレチマッヨイで区分されるメドハギ亜群集は董平の砂

丘造成後の畑放棄地にみられる。砂地の貧養地であること，さらに放棄後3～5年経っているこ

とにより多年生のメドハギ，ヌカボなどが生育している。メドハギ亜群集はさらにオガルカヤ，

チガヤ，ハマヒルガオ，ツルボ，キンエノコ博で区分されるオガルカヤ変群集が区分された。砂

地の住宅予定地ではブルドーザーにより完全に地ならしされて砂の動きが安定している。しかし

至難なため森林形成まで進むことができずに持続している植分である。海環が近く，ハマヒルガ

オがわずかにみられる。

　平塚斎で調査されたアズマネザサーススキ群集の三分は根坂間を除き，典型的植分はみられな

いが，遷移途上にあるアズマネザサーススキ群集の断片と考えられ，組成表に組まれた。一般に

ススキ草原にはミツバツチグリ，トダシバ，オトコヨモギ，ノハラアザミ，ノアザミ，リンドウ

など草原生の種類が生育している。平塚市及び隣接する茅ケ崎市，藤沢市など湘南海岸ぞいの都

蜘諏藁

縮
　撫

彦趣き

謹、

鱗一
感応

　Phot．29　耕作地周辺にみられるアズマネザサーススキ群集。

　　Das　Arundinario　chino－Miscanthetum　sinensls
wachst　in　der　Umgebung　der　Acker．
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　し　お　お

薩閥

　一〃副一〆
鷲ゴダレ

　　i鰐
　　；蹉’・ゴ

忌／完／

鍵 　　聾鋳繭

　　羅慧i．

＿嚢叢i締

　　　　　　　　Phot．30新幹線斜面の株立ちしたススキ群落。

君売∫cα1餉z‘55∫1～8ノ～5∫5－Geselischaft　auf（｛em　Damm　der　Sonder－Sclmeill，ahn‘‘Shinkanseバ．

Phot．31造成地斜面に発達しているススキ先駆植生（万田）

　　　Auf　k負nstlich　entbloBten　Boden　entwickelt　sicl｝

　Mi56απ’んz↓55〃～8ノ～5～5　als　Pioniere－Veget盆tion（Manda）．
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市では遷移途上の植分が多く，本来のススキ草原構成種一ススキクラスの種群一の生育がき

わめて少ない。耕作放棄後間もなくススキ草原に遷移する途上であることが考えられる。アズマ

ネザサーススキ群集は関東地：方のススキ草原を代表する植分である。ススキ草原やササ草原は全

国的に広がっているが，　ヤブツバキクラス域に生育しているメダケ属・4プz〃z4勿α磁を中心とす

るススキ草原ではネザサーススキ群集，アズマネザサーススキ群集，ハコネダケーススキ群落が

みとめられている（Miyawaki　et　Itow　1971，宮脇1973他）。アズマネザサーススキ群集は一般に

遷移初期の場合ススキが優難しアズマネザサは少ない（Phot．29，30，31）。しかし，アズマネザサ

が優占してくるとススキの生活力が下がり，アズマネザサが被度5になると好陽性のススキが消

失してしまう。

　アズマネザサーススキ群集はススキ群団，ススキオータ㌧，ススキクラスにまとめられる。

　12．チガヤ群落

　　加Pθrαオαc〃伽drεeαvar．左。θπεσε∫一Gesellsc蓋aft（Tab。25）

　海岸の砂丘後背地や，畑放棄地あるいは造成地などの貧養立地ではススキの生育が少なくチガ

ヤが初夏に真白な穂をつけるチガヤ草原が発達している。

碁

憲・

灘纐

纏鎌

，隷

灘

　　Phot．32　海岸砂丘安定地では耕作放棄地にチガヤ群落が発達している。

　　Auf　den　alten　D丘nen，　die　mehr　cder　weniger　stabilisiert　sind，　entwickelt　sich　die

I〃ψ67寵αり・Z’ノz4ノ脅αvar．ん08πゼgfノ＿Gesellsch乙tft　auf　aufgelassenen　alten　A釜kern，
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　平塚市ではチガヤ，ハルジオン，ヒメジ隷オソ，ウシハコベを区分種としてチガヤ群落にまと

められた。一般にチガヤ草原は南方に広く発達している。九州ではメガルカヤ，チガヤ，ヒヨド

リバナを標微種及び区分種としてメガルカヤーススキ群集にまとめられている。奄美大島や沖縄

では畑地利用後立地が貧化してくると放棄してしまう例が多い。放棄畑はきわめて貧養で立地も

Nr．　d．　Aufnahme＝

Dat．　d．　Aufnahme：

　　Tab．26チガヤ群落
／〃ψω窃α（うノZゴノ～ζ1フ鴬αvar．々08〃忽∫∫一Gesellschaft

　　　　　　　　　　調査番号・
　　　　　　　　　　調査年月　Ei

Grδβe　d．　Pr・bef職che（m2）：

H6he　d。　Vegetation（m）：

Deckung　d．　Vegetation（％）：

Artenzahl：

調査面
植　　生

国　　被　　率

出現．種数

　　1　　2
　，74　’74

i　7　　11i
．　16　　　　13
i3。43。5
1
1　0．5　0，6

い595
i　7　21

Trennarten　d．　Gesellschaft：

1ア24・8駕α｛汐勧4万6αvar，た・8’卿∫

　E7ゾ98η）π少13μα48砂1～ゴαで5

　Eノゴ981ηノzαノ〃～z‘z‘∫

　3’θ〃ωゴαασz’α孟～αz

恥＄leite・・

　ん惚〃呂～∫1α♪1カ～αや5

　£9Z‘ガ縦～‘〃Z‘z川ω～58　var．～・0ノで‘z16

　Co〃〃〃8Zノ〃‘8（：o〃」ノ，，，θ～∫∫

　1）漉α〃30π901’‘ノ‘z

　V癖∫芦曜b々αvar．　ZOわα’α

　3’8ZZαブ～α〃」8読α（～oノ～cム解ψ磁）

　・乃‘∫可撤ゆノηα4〃Z68π5　varゴ齪α〃〃～‘～

　CJ｛ヲ1ro‘♂θ刀4η〃μ’ノゴ61～o診。〃π〃〃

　Cαノr8欝ゐ1ぞτ’α‘♂7癖∫

　聾dα∫｛塀’〃〃

　ぬ8‘♂6ブガα5Cαπ4θノZ5　var．〃～αかで∫

　孟η〃Z4f／Zα1ぜαCんゼπ0

　0∬α♂f500プノz’α‘Zα’α

　＆46／z∫少～Zo∫α

　R㍑〃～θ灘α‘θ‘05α

　Rzめz‘3ρα’惣ケbZ加5

　凡拡0～僻㌘μZO5α

　憾ブ勿〃パ5’αん面∫為8αノ～α

　yo～〃～9∫αノ‘ψoπ～cα

　T’がb盈〃μ鰐）6〃∫

群落区分種

　チガヤ

　ハルジオン

　ヒメジョオン

　ウシハコベ

随伴種

　ヨモギ

　スギナ

　ツユクサ

　アオミズ

　エビヅル

　ハコベ

　キツネノマゴ

　クサギ

　アオスゲ

　カラスノエンドウ

　ヘクソカズラ

　アズマネザサ

　カタバミ

　コセンダングサ

　スイバ

　ナワシロイチゴ

　クワクサ

　イヌヨモギ

　オニタビラコ

　シロツメクサ

調査地　Fundorte：Aufnallme　Nr・！：Sanada真田，2：Sh玉mokizawa下吉沢・
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固結していることが多い。このようなところではススキの生育がほとんどなく，チガヤが優占し

たチガヤ草原が発達している。また東南アジアでは，火入れ後の立地はチガヤ群落によって一面

におおわれ立地の回復が遅く長い聞持続群落を形成している。したがってチガヤの生態的最適域

は貧養立地と考えられる。

　平塚市下吉沢では比較的適潤富養地でチガヤ群落が調査された。アズマネザサが生育している

ことによりアズマネザサーススキ群集に遷移する途上に一時的にチガヤが優占した二分と考えら

れる。

　13．　シバ，ハリシバ群落

　　Zo〃8εαノαpoπεcα，　Zo〃sεαηεα’rθπα一Gese藍藍scha£も（Tab．27）

　天然のシバの自生地は，海岸の飛沫帯の岩湿地の岩の間の二二地や強い風衝地でほとんど土壌

が形成されていないような厳しい環境条件下にみられる。

　平塚市では，自然のシバ群落はみとめられない。わずかに海岸砂丘上に半日i然植生のギョウギ

シバ群落が生育しているだけである。

　　　　　　　　　　　　　　　Tab．27　シバ，ハリシバ群落

　　　　　　　　　　　　Z‘之y3’αノ妙‘ノ〃κα，　Zの・ぶ～ごτ〃’α’1「〃‘z－Gesellschaft

Nr・d・Aufnahme；　　　　調査番号　i　1　2　3　4　5　6　7
r）・t・md．A・f・・hme・　　　　調査年月日　…・74・74，74’74’74’74’74
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■1・・…　1n　U　・・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i20　14　／4　14　142020
G・・B・d・P・・b・f1・・h・（m・）・　調査面積　i3・33・35・53・3・・2・・…8…

H6he　d・Vegetatlon（m）：　　　　　植　　生　　高　　　　0。05　0．1　0．02　0．1　0．05　0．03　0．05

Deckung　d・Vegetation　（％）；　　　　　　穣〔　　　被　　　箒く　　　　　　85　　　95　　　95　　　95　　　100　　　95　　　98

A…n・ahl・　　　　　出現樹帯　13　5　6　7　7　3　4
Trennarten　d．　Gesellschaft＝

　Zのノ∫1αブ妙。ノ～’‘，α

　Zqy寵α〃～αか℃11‘～

B俘gleiter＝

　1i：1u8フη頭∫♪oo80’ご！8∫

　EZθμ5∫ノ～θ∫刀4∫‘α

　πα〃孟哩。α∫如批α

　1）磐∫如1プα面oZα5c6ノ～5

　Tαノη躍αα‘〃’励‘〃～α！‘

　Pbαα〃～～，α

　z）乏9∫オαノゴαα43c8〃46ノ～∫

　助。ノηわoZ～’∫～〃611cκ∫

　λ1・～ρZ漉ノ～αr’ごτε1L～〃0

　魚〃π～麟～〃πα♂砂8ζ2～〃η’ご10∫

　0灘α〃∫ビ。〃～∫α4α’‘エ

群落区分種

　シバ

　ハリシバ

随伴種

　ロスズメガヤ

　オヒシバ

　オオバロ

　アキメヒシバ

　セイヨウタンポポ

　スズメノカタビラ

　メヒシバ

　ネズミノオ

　マズマ不ザサ

　チカラシバ

　カタバミ
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聾舞蒸熱菱薫蒸讐懇　馨籔翼．搾『、欝壊

灘

嚢

Phot．33　湘南平のシバ草地，三三が強いため裸地化している地域が広い。

　　　　　　　　Z砂51αノζ4）o刀1ぐζ～一Rasen　auf　dem　Shδnan－da三ra，　wo　durch

　　　　　starken　Tritt　die　nackte　Bode駄一Flache　vergr6Bert　s玉nd．

轟

難譲馨

Phot．34　シバ草原が持続している原因の一つに頻繁な草刈りが第！にあげられる。

　　　　　　　　　　Hauptgrund　um　die　Z（卵り曜…～1cα一Rasen　dauerhaftig

　　　　　　　　zu　erhalten，　wirkt　zuerst　h装ufige　abm甑en，
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　平塚市で生育するシバ，ハリシバ群落は，学校，公共施設，工場，公園やゴルフ場に移植され

た2次的なものでシバ，ハリシバを区分種とする群落にまとめられた。

　シバ，ハリシバが植栽される時大幅に造成が行なわれることが多い。あらためてシバをはる際

に5～10cmの土を入れ，施肥が加えられるため立地は画一化されている。シバ草地に生育して

いる雑草をみると立地の違いはみられず，管理の程度や踏圧の程度を指標する植物が生育してい

る場合カミ多い。

　踏面の頻繁なところは踏跡群落を形成しているオオバコ群落の構成種であるオオバコ，オヒシ

バ，アキメヒシバなどが高常在度で生育している。しかしシバ草地の周辺部のように比較的踏圧

の少ないところは高上のアズマネザサ，チカラシバ，カモジグサなど路傍雑草群落の構成種が生

育する。

　シバ草地では刈り込み，踏圧という人為的干渉を停止した段階では，路上雑草群落から路傍雑

草群落そしてススキ草原の構成種と除々に高茎の草本植物がはいりこみ，シバは消失してしまう。

代償植生のシバ群落を持続させるためには絶えず放牧，頻繁な刈りとり，踏圧などの人為的干渉

を常に与えるなどの管理が必要である。

　14．　クズ群落

　　p配εrαrεαJoδαオα＿Gesellsckaf重（Tab．28）

　森林に接している畑地が放棄されると，ヒメムカシヨモギ，オオアレチノギクなど越年生草本

植物が先ず生育する。さらに時間とともに高茎のススキやアズマネザサが優勢となり，同時に森

林の縁からつる植物のクズ，ヤブガラシ，ヘクソカズラなどが進入し，次いで多年生植物のアズ

マネザサを高湿度で被うようになる。

　平塚市でみられたクズ群落は，クズ，ヤブガラシ，ヘクソカズラ，ナワシロイチゴ，ノイバラなど

のつる性やほふく性の草本及び木本植物を区分種としてマント群落のひとつの型にまとめられた。

　草本第1層の植被率が85～90％と高いため草本第2層の生育は悪く植被率も20％と低い。

　調査対象地はかつて畑地であったため土壌は富養でシロザクラスのウシハコベ，カラスノエン

ドウ，スイバが低適度で草本第2層に生育している。これらの種は，時間がたつにつれ消失し好

陰性のジャノヒゲ，ヤブラン，イヌワラビや低木類にとって変えられていく。

　本来クズは原野性の生育形を示し，光条件が満足できない立地で生育しにくい。またヘクソカ

ズラ，ヤブガラシなどは路傍や壇根あるいは河辺の富窒素性の立地に生育する。

　クズなどのつる植物は破壊された場所，造成地（がけ）や森林伐開地などでは自然の治ゆ組織

として空間を被う働きがある。これもマγト群落の一機能と考えられる。

15．　オオバコ群落（路上雑草群落）

　P’απfασo　α8εα舌εcα一（｝eseHschaft　（Tab．39）

路上やグランドのすみなどオオバコ，メヒシバ，オヒシバなど数種類の草本植物からなる背の



Nr．　d．　Aufnahme：

Datum　d．　Aufnahme：

Exposition：

Neigung　（o）：

GrδBe　d．　Probe負ache（m2）：

H6he　d．1（rautschicht－1（m）；

Deckung　d，　Krautschicht－1（％）：

Rdhe　d．　Krautschicht－2（m）：

Deckung　d．　Krautschicht－2　（％）：

Artenzahl＝

Trennarten　d．　Gesellschaft：

Tab．28クズ群落
P～紹アuブガαZoゐ認α一Gesellschaft

調査番号
調査年月日

方　　　　位

傾　　　　斜

調査而
草本第1瀬の高さ

草本第1層植被率

草本第2履の高さ

草本第2層植被率

撤雑種数

R‘81UノゴαZOろα’α

Cのη一如∫妙07z∫6α

1セα4θ1プα36α2Z漉ノZ5　var．刀～αカでガ

　R’め」‘∫ρα1層・びびb読‘∫

　Ro∫αη銘‘♂彦470鵤
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　ノ1η〃～漉ノ～α7一～α61厚ノ～0

ん惚〃」f∫如ρプ1ノ～6砂5

Mガc1η5’卿翻加η’カz8♂ρμvar．ρぬ勲，1弓，襯

qρ1z∫砂㎎切zノ妙。癖α‘∫

漁碗yプ∫z〃ノロ吻。ノ～f6z〃ノ’

αθ7’～α渉ゼ∫オ8ηεザ♂αて乙

3〃3∫Zα記7ψ碗αvar，・’∬Z〃勲5ゴ∫

1）∫05｛70解α孟0ん01り

5ノ乃∫如」じ‘1涯ノ2α

A舵6∫αqκ伽α哲α

Eπ07りηπZ‘∫∫fβゐoZ4ガα〃’∫

窟プ∫〔ψθ〆α妙1迦ゾ♂α
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群落区分種

　クズ

　ヤブガラシ

　ヘクソカズラ

　ナワシロイチゴ

　ノイバラ

随伴種

　アズマネザサ
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ジャノヒゲ

イヌワラビ
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マコ．ミ

ヤブラン

コゴメウツギ

アキカラマツ

イタチハギ

ムラサキケマン

ハルジオン

スイバ

カラスノエンドウ
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Tab．29オオバ　コ　群落
　　習‘〃κ㎎ησ∫認’α卜Geseエlschaft

Nr．　d．　Aufnahme：

Datum　d．　Aufnahme＝

Gr6Be　d．　Probeflache（エn2）：

．H6he　d．　Ve墓etation（H⇒：

Deckung　d．　Vegetatlon（％）：

Artenzahl　l

Trennarten　d．　Gesellschaft：

調　査　番　号

調査年月E1

調

植

植

紙

墨　面

現

生

被　　率

　種　数

積
、庸爾

　1　　　　2

　｝74　　　’74

　10　　　11

　5　　　！4

10×10！×2．5

0．1　　0．03

　50　　　70

　7　　　　7
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！3

2×4

0．4
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低い植物群落がみられる。これは絶えずふまれるというくり返し与えられる人為的干渉下に持続

している。踏圧が強すぎると植物も生育できず，裸地化する。

　オオバコ，カゼクサ，アキメヒシバ，オヒシバ，ニワホコリなどロゼットまたは甲状の生育形

を持つ種群を区分種としてオオバコ群落にまとめられた。

　踏圧により地上部では，植物の組織は破壊され，また，土壌が圃結するため根茎の生長が阻害

されやすい。踏圧という人為的干渉がなくなるとオオバコ群落は持続して生育することは不可能

になり路傍に生育しているヨモギ，カモジグサ，ヒメジョオン，ハルジオンなど高茎の路傍雑草

群落の構成種が侵入してくる。

　オオバコ群落は，踏圧という厳しい環境条件を好んで生育しているわけではない。実験で求め

られた生理的最適域は他の雑註物と同様適湿で富養立地である。野外であった場合，他の草本植物

との種閲競争に負けてしまい踏圧に強いという条件でやむなく他の植物が生育できないような路

上などに生育し生活を維持している。これは生態的最適域に生育していると考えられる。

　16．イヌビューケアリタソウ群落及びチチコグサーイヌタデ群落（造成地雑草群落）

　　ノ1ηεαrαπfゐπ8」εoε〔加s－01己θπopo〔」砲η葛αηめro8εoεdθ8－GeseHscha｛t　und（翠παρんαZ珈7π

　　」αpoπε侃η2－Po功σoπ駕ηεZoπ9εse如配一Gesellsc数aft（Bauste藁le－KrauもgeseUscha｛te簸）（Tab，：30）

　平塚市で，宅地化の進んでいる都市景観域と田園景観域の接する付近には，造成地が多い。造

成地には一年生草本植物を主とした雑草群落がみられる。

　平塚市，小熊でみられた造成地では，海または河川から採石された砂壌土が盛土されており，

盛土上に植生高が0．6mから1．8mで，植被率50～90％の雑草群落でおおわれている。

　平均出現種数は，！3種と比較的少ない。

　イヌビエ，イヌビユ，ケアリタソウ，ダソドボロギクなどシロザクラスの種を区分種として，

イヌビユ群落にまとめられた。

　群落構成種はクヌギの芽生え一種を除いて全て一年生草本植物であり区分種の他にメヒシバ，

ツユクサなどシ博ザクラスの種が高い被度，高い常在度で優占して生育している。これらの種群

は，畑地など富栄養地によく生育しているもので，盛土された砂壌土が比較的有機物質に富んだ

土壌であると考えられる。

　チチコグサ，イヌタデ，コニシキソウで区分されるチチコグサ群落は，岡じく小熊でみられた

造成地の雑草群落である。土壌は，粘土質の予土で乾燥時には固結しており，降雨時には，常に

土壌の表層面が洗い流される状態になっている。チチコグサ群落にはコニシキソウ，オオニシキ

ソウ，フタバムグラ，ギョウギシバ，ノチドメなどほふく形の生活形やほふく枝を持つ植物が多

く生育している。
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　17．　ホソムギーアカツメクサ群落

　　ゐ。互εE配ρθrθππe－Trεfoεεπ配」ρrα¢επ8e－Gesellschaft（Tab．31）

　平塚市西部の丘陵上の畑地には，ホソムギ，アカツメクサなどの牧箪を播種した畑地がみられ

る。植被率が95％と一面，牧草におおわれている。

　年に数回の刈り取りおよび刈り取り直後の施肥という牧野としてはかなり集約的に定期的な管

理が続けられている。：土壌はローム質あるいは，砂質土壌で施肥により欝養な立地となっている。

　シロザ，スイバ，ツユクサ，ギシギシなど好窒素性一年生草本植物を主としたロザクラスの種

が生育している。シロザクラスの種は畑地雑草群落の構成種として世界的にも広く北半球の各地

に分布している。

　　　　　　　　Tab．31　ホソムギーアカツメクサ群落（牧草地植物群落）

　　　　　　　　　　　ゐ・～～・〃・砂6・で〃♂6一：rズの～～醐ゆノτr’8ノ’∫幽Geselischaft

DatUln（1．　Aufnahme：　　　　　　　　　　　　　　　謂査年月　日

Gr6Be　d．　Probeflache（m2）l

H6he　d．　Vegetation（m）：

Decku捻g　d．　Vegetatlon（％）：

ArtenzahL

　調　査　而

　植　　生　　高

　植　　被　　率

　掲　現　種　数

群落区分種

　ホソムギ
アカツメクサ　　　　　　1
随伴種　　　　　　　｝

・…　　　　　｝

欝シ　　　｝
　メヒシバ

　ヒメムカシヨモギ

イネ科の一種　　　　　　1
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　i8．　カラスビシャクーニシキソウ群集（耕作畑雑草群落）

　　pineUia　ter狐ata－Euphorbia　pseudo－cha斑aesyce－Ass．　MiyawakU969

　　（Tab．32）

　沖積地，あるいは台地上に耕作されている畑地には耕作及び施肥という頻繁な人為的干渉のも

とに，畑作植物に混生して雑草群落が生育している。雑草群落は，人間の集約的な管理である一

連の耕作，施肥，除草を通して作物以上にその環境立地に適応し生育する。したがって生活力，

繁殖力の旺盛な生態的特質を持っている。これらの植物は，好窒素性の短期一年生植物で，作物
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Phot．35平塚市西部台地上および斜面の土地利用形態。台地上は畑地，

　　　斜面はクヌ三一コナラ群集などの樹林に利用されている。

　　　　　Alte　traditionelle　Boden－Nutzungsform．　Die狂ochebene　wird　als
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Pho£．36　ミカン畑，雑草は畑地雑草群落にまとめられる。平塚市西部に多い。

　　　　　Immergr甑r　Obstgarten　mitα伽5　z〃諺∫伽，　der　im　West－Teil　der

　　　Stadt　Hiratsuka　stark　kul之iviert　wird．
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よりも速く生長，成熟し，種子の粒粒性がきわめて強い。種子の生産力も大きく，多量の種子は

分散能力の高い風散布によって分散される。また栄養繁殖する種類は，その地下茎や球根は乾燥

や切断に対する抵抗力が強く耕作，除草などに耐えて繁殖できる。

　畑雑草の多くは一年生植物で，ついで越冬芽が地下にある地中植物（カラスビシャク，ムラサ

キカタバミなど）冬芽が地表に接している接地植物（ジシバリなど）である。しかし，耕作を放

棄すると一年生植物は減少し接地植物が多くなる。生育形では，地表に接して生育する分破形や

ほふく形，叢生形のものが多く，直立形やつる形のものは少ない。

　雑草は，ほとんど世界中の耕地にその共通種を持ち，地理的な分布は，その土地の自然植物が

生育する指標としてよりは，むしろ土壌の持つ地力や人為的管理の指標として役立つ。

　平塚市の畑地雑草群落は，出現丁数が10種から22種で構成され，一年生草本植物のメヒシバ，

カヤツリグサ，イヌビユ，スベリヒユ，イヌタデ，カタバミ，ハコベなどを群集標微種及び区分

種としてカラスビシャクーニシキソウ群集にまとめられた。世界的な分布の広がりをもつ畑地雑

草群落は臼本においてヨーロッパと共通のシロザクラスに所属するツユクサオーダーとツクシメ

ナモミオーダーの2オーダー5群集がみとめられている（Miyawaki　1969）。平塚斎内にみられる

カラスビシャクーニシキソウ群集は，本州から四国にかけて分布するもので北海道に生育するナ

ギナタコウジューハチジョウナ群集，九州地方に生育するコミカンソウーウリクサ群集に対応し

て生育している。

　19．水田放棄地雑草群落

　　8mchreisfeld－U熟kra礒tgese隻藍scha墾ten

　平塚市は北部に広大な水田地帯を擁し，日本人のふるさとである田園景観を存続させており，

市の中心街の住宅地，工場地，商店街と対応し，市民の潜在エネルギーの源流を秘めているとも

見られる。平塚市における水田地域は低湿地の開発と排水の悪い中湿地の灌1既による水田化によ

って構成されている。水田耕作放棄地の植生をみることにより立地の相違が人為的影響のもとに

理解されるQ

　ミゾソバ群集，ミズガヤツリーヌカキビ群落は放棄後！～2年凶の湿田の植物群落である。コ

ガマ群落及びヨシ群落は放棄後3～5年饅の湿田放棄雑草群落と考えられる。カワラスガナ群落

はやや乾燥した立地の1～2年目，さらにコブナグサーオギ群落は3～5年謝の乾田放棄雑草群

落と考え．られる。

　肇）　ミソ“ソノく群集

　　　Polygo装e毛umthuRberg呈量　LohmeyeretMiyawa｝（圭1962（Tab．33）

平塚市では水田放棄地や水田に沿う用水路にタデ科の一年生植物のミゾソバが高い嘗胆で生育

しているミゾソバ群集がみられる。
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　　　Phot．37水田放棄地に広くみられるミゾソバ群集。

　　王）as　Polygonetum　thunbergii　entw童cke互tsichstarkauf

den　aufgegebenen　Re童sfeldem．

　平塚市下：万田高根川沿いの水田放棄地で調査されたミゾソバ，オオイヌタデを標徴種及び区分

種とするミゾソバ群集は，植被率が100％と高く，ミゾソバが被度4と優翻して生育地を被って

いる。群落構成種は一年生草本植物のミゾソバ，オオイヌタデ，イヌタデ，ケイヌビエ，アメリ

カセンダングサで構成されている。

　ミゾソバ群集の立地は水田耕作が放棄されて2～3年経たもので調質化した灰色グライ土壌が

不透水層を形成しており0～10cmの停滞水をいつもたたえている。グライ土壌は，長ぐつで踏

むと長ぐつが埋まり抜けなくなるくらい粘質化が進んでいる。放棄されて間もないため土壌は富

養であるが時間とともに貧養化し多年生草本植物で高茎のヨシ群落へ移行していく。

　ミゾソバ群集に隣接した比較的乾燥したところはミズガヤツリーヌカキビ群落やコブナグサー

オギ群落がみられる。ミゾソバ群集は上級単位としてオオクサキビーアメリカセソダングサ群団，

タウコギオーダー，タウコギクラスにまとめられる。

　2）　カワラスガナ群落

　　C肋ρθrπssαπσπεπo，ε漉配翫Gesellschaft（Tab．33）

平塚市の水田放棄地で放棄されて！～2年経たところに細い禾本科植物からなるカワラスガナ
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餓 糠灘灘馴月越誕鍔

Phot．38　ミゾソバ群集，カワラスガナ群落，ミズガヤツリーヌカキビ群落，コブ

　　　　ナグサーオギ群落などがモザイク状に入りくんでいる水田放棄地雑草群落

　　D1e　aufgegebenen　Reisfelder　bedecken　s1ch　mGsaikartig　mit　P　o　l　y　g　Q　n　e　t　u亙n

thu簸bergii，　der　（初）8η‘∫5α〃g～房ノzoZβ〃’～‘∫一Gesellsc1ユaft，　der　（煙8rμ∫5θ7拡か～μ5一

拓ノzガα〃73う翻Zoα砲ノπ一Gesellschaft　der孟プ‘んπz灘。π1z砂勲‘∫一ムfゴ5ごαノ継妻f55σcclzαプゲZoη‘5－

Gesel互schaft　und　anderen　Gesellschaften．

群落の生育がみられた。カワラスガナ群落はカヤツリグサ科のカワラスガナ，ヒメクグ，ホタル

イ，テンツキ，タマガヤツリ，さらにキク科のタカサブロウを群落区分種としてまとめられる。

　植被率は70～80％でタウコギクラスのコブナグサ，アメリカセンダングサ，ケイヌビエ，ヨシ

クラスのチゴザサ，そしてホウキギクが高い常在度で生育している。

　土壌は水田特有のグライ土壌で泥質化しているが放棄されてからは灌溜iを停止したため比較的

乾燥した立地となっている。

　平塚市で調査されたカワラスガナ群落は一部，多年生草本植物のスズメノヒエを含むが1～2

年生草本植物を中心に構成されており，水田が放棄されてからの遷移系列では初期の段階に相当

するものである。カワラスガナ群落は，乾燥条件が強い場合はコブナグサーオギ群落からエノキ

林（クヌギーハソノキ群落）へ遷移すると考えられる。また，比較的湿潤な立地では，ミズガヤ

ツリーヌカキビ群落を経てカサスゲ群集あるいはハンノキ群落へ遷移すると判定される。

　カワラスガナ群落は上級単位としてオオクサキビーアメリカセンダソグサ群団，タウコギオー
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ダー，タウコギクラスにまとめられる。

　　3）　ミズガヤツり一ヌカキビ群落

　　　C〃pθrπ88αofεπ麗s＿pαπεc㎜7πbεsπεcα加η卜Gesellschaft（Tab．33）

　平塚市の水田放棄地で一年生草本櫃物から越年生草本植物で構成されるミズガヤツリーヌカキ

ビ群落の生育がみられた。ミズガヤツリーヌヵキど群落は水田が耕作放棄されて1～2年経過し

た立地に見られ，植被率は90～！00％と高い。出現種数は，10～15種と少なくヌカキビ，ミズガ

ヤツリを区：分種として，ミズガヤッリーヌカキビ群落にまとめられた。ミズガヤツリーヌカキビ

群落にはヤナギタデ，コブナグサ，アメリカセンダングサ，ミゾソバなどタウコギクラスの種群

が高い常在度で生育している。土壌は灰色グライ土壌で砂質壌土質であるため透水性は比較的良

い，踏圧により水がにじみでる状態にある。

　ミズガヤツリーヌカキビ群落はミゾソバ群集と比較して貧養な立地に生育し，ミゾソバ群集が

比較的停滞水を持ちやすいのに対しミズガヤッリーヌカキビ群落は停滞水が降雨時に溜まる程度

である。しかし降水の少い季節でも乾燥してしまうことはない。また隣接するコブナグサーオギ

群落よりも比較的湿性である。

　ミズガヤツリーヌカキビ群落は，4～6年でカサスゲ群集あるいはロガマ群落へと時糊と共に

遷移すると判定される。

　ミズガヤツリーヌカキビ群落は，オオクサキビーアメリカセソダソグサ群団，タウコギオーダ

ー，タウコギクラスにまとめられる。

　　4）　コブナゲサーオギ群落

　　　孟r脇rακoπんεspε〔加s＿醗seαπ翫πs　sα¢c九αrffZor郡8＿Gcsellschaft（Tab，33）

　平塚市の水田放棄地では耕作放棄されて3～5年経たところにコブナグサーオギ群落の生育が

みられた。コブナグサーオギ群落は多年生草本植物のオギが上層に，一年生草本殖物のアキノノ

ゲシ，メヒシバが下層に生育し2層群落を形成している。

　二二率は60～95％で，出現種数は5～！5種で構成されている。一般に高茎のオギが高い三度で

優占するほど群落全体の出現種数は減少する。

　群落構成種は群落区分種の他にタウコギクラスのコブナグサ，ヤナギタデ，アメリカセンダン

グサ，ケイヌビエ，ミゾソバ，ケキツネノボタンさらにホウキギクが高い常在度で生育している。

また被度，常在度ともに低いが多年生草本縦｛物のススキ，チカラシバ，オオバコ，カゼクサが生

育している。土壌はグライ土壌であるが灌溜i用水が引かれなくなって水分供給の大部分が自然降

水によって行なわれている。したがって，土壌は富養ではあるが乾燥しやすい。

　コブナグサーオギ群落は時問とともに高茎の多年生草本群落であるオギ群集へ遷移して構成種
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数が少なくなる。さらにクヌギーハンノキ群落に遷移すると考えられる。

　　5）　コガマ群落

　　　丁〃Pゐαorεθπ施」ε8－Gese1薫scaft（Tab．33）

　平塚市の水田放棄地でタマガヤツリーヌカキビ群落に隣接してコガマが三度4と優占して生育

するコガマ群落がみられた。植被率70％で優占するコガマを区分種としてコガマ群落にまとめら

れる。コガマ群落にはさらにタウコギクラスのケイヌビエ，アメリカセンダングサ，ミゾソバ，

ヤナギタデ，ヤノネグサ，イボクサ，アキノウナギツカミなどが生育している。串断種数は13種

でコガマを除いて1～2年生草本植物によって構成されている。

　土壌は貧養な灰色グライ土壌で比較的凹状地形で排水が悪いため停滞水がたまりやすい立地に

である。コガマ群落は種組成的にタマガヤツリーヌカキビ群落と共通する生野を多く持ち，また

立地的にもきわめて近い。したがって多年生草本植物のコガマが優占するコガマ群落は，水田が

放棄されて1～2年後にタマガヤツリーヌカキビ群落が生育し，さらにコガマ群落へと遷移が進

んだ状態にあると考えられる。

　コガマ群落は，群落の分類体系上ではオオクサキビーアメリカセンダソグサ群団，タウコギオ

ーダー，タウコギクラスにまとめられる。

　　6）　コブナゲサーヨシ鮮落

　　　孟r疏rα切π配8pi伽8－P箆rα97πεfε8　co7π〃昭πε8－Gesellschaft（Tab．33）

　平塚市の水田放棄地では高茎のヨシが高い被度で生育しているヨシ群落がみられた。一般に植

物群落では，特定の種が優制するほど群落構成種群は少くなる。コブナグサーヨシ群落の帯筋率

は90～95％と高いが，出現種数は4種から9種と少ない。

　調査された放棄地は，いずれも水田が放棄されて4～5年経過しているものでヨシを区分種と

して，その他にヨシクラスのチゴザサ，セリ，タウコギクラスのミゾソバ，ヌカキビなどが生育

しており，コブナグサーヨシ群落にまとめられた。土壌はグライ土壌で水深10cm程度まで停滞

水がある。停滞水をもたない場合でも踏圧により水がにじみでるような水分状態にある。

　ヨシ群落は平塚市において一般にみられる水田放棄雑草群落であるが，今後さらに耕作放棄が

継続されれぽ水分条件等によりヨシ群落として持続するか，あるいはハンノキ林へ遷移する。

　ヨシは生育域が広く，河辺から水辺や水田放棄地までどこにもみられる。一般にヨシを中心と

する湿原は低層湿原と呼ばれるが，植物学会学的には水辺のヨシ植生を中心にいわれる。水賑放

棄地などにみられるコブナグサーヨシ群落はタウコギクラスからヨシクラスの種類まで含まれて

おり人為的影響の内容や程度により植分が異なる。
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　20．　ノミノフスマーケキツネノボタン群集（水田休耕地雑草群落）

　　Sもellario－Ranunculetum　canto無iensis　M隻yawa短etOk羅da19ア2

　　（Ruhe照e－Re玉sfe韮d－Unk碧autgese叢lschaft）（Tab．34）

　平塚帯北部の沖積地の大部分を占める水田には，稲刈取り後の秋から春にかけて，水田を広く

おおう冬季（または春季）一年生雑草群落がみられる。

　冬季休耕水田などの湿性土壌に生育するこの群落は，ノミノフスマ，コオニタビラコ，ムシク

サを標徴種または区分種としてノミノフスマーケキツネノボタン群集にまとめられている。

　春季ゲンゲのピンク，コオニタビラコやタガラシの黄色い花，スズメノテッポウ，カズノコグ

サの若い緑が一面に水田をうずめつくし，お花畑にする。

　秋の稲刈り後から初夏の田植えのための耕起の時期までのEi本の水田を代表する典型的群落で

ある。

　ノミノフスマーケキツネノボタソ群集は植物社会学的には，さらにスズメノテッポウ，セトガ

ヤ，タネツケバナ，カズノコグサ，タガラシを上級単位の種としてスズメノテッポウ群団，タウ

コギオーダー，タウコギクラスにまとめられる。

Phot．39　ノミノフスマーケキツネノボタソ群集，：初春の水田をゲンゲ，キツネノ

　　　　　ボタン，ノミノフスマ，スズメノテッポウなどが彩る。

　Stellar40－Raaunculetum　canto頁iensis　imReisfeld．lmVorfr懸hling
farben　s三ch　die　Reisfelder　m三t　den　bun亡en　B醸en　v・n〆1∫磁9α〃♂5∫どノ～～ぐ♂‘5，　Rαノz♂〃zα〃螂

σα’～孟。ノ～～81～5’5，3彦8ZZαプ～ααZ瀞～6，・4Z妙εα〃辺∫α召¢～’αZf∫var．α〃3～〃で♪2∫∫∫und　anderen　Arten．
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Tab．34　ノミノフスマーケキソネノボタン群集

Stellario－Ranunculetum　cantoniensis
Nr．　d、　Aufnahme：

Datum　d．　Au飴ahme：

Exposition：

Neigung　（。）：

Gr6Be　d．　Probeflache（n董2）：

H6he　d．　Vegetation（m）＝

DeckuHg　d．　Vegetation（％）：

Artenzahl：

調査番号
調査年：月日

方　　　　．泣

傾　　　　斜

調査面
植　　生　　噛’

植　　被　　率

出現種数

渉

騰

i　　●

i5×5

匿
i・7

2
，

75

4

28

L
●

3

’75

4

28

N
30

8x85×10
0．2　Q45

80　　40

19　　21

Kenn－u．　Trennarten　d．　Ass．：

　3’6zzαブ！ααz5〃z8

　ゐ＠5α1～α妙㎎oπo∫‘～6∫

　vセ’りπ∫oααノーτθ〃5～5

Kenn－u．　Trennarten　d．　h6heren　Einheiten：

　ノ1＠8卿聯α89～‘読3var．αノ脚で〃∫∫5

　∫1♂（ψθα〃溜5ノ妙。π∫α‘∫

　Cαπ面〃∫πθノ78謬‘ω∫α

　B8（虎〃zαノ〃’ガαミy厩8てτc1〃～｛ノ

　Rαノz柳～α漉，5∫σθz召1u‘～‘∫

Begleiter：

　アbαα〃観α

　C妙5〃αδ‘〃写αψα5‘07廊

　06／zαノz疏8ノατ，απ記α

　Cθπτ5診々〃μ9♂oノ〃θ’雛～〃〃

　孟∫ψノη9αJz‘∫5∫ノ～ガα4∫

　Tノ層な。ア～o傭μ4～〃～6～♂」α1ゴ∫

　Mα馴∫ブ妙。π∫α‘5

　5¢9加αノ妙。／z∫cα

　R～〃π8ぼαC砿0∫α

　G〃‘ψんαたんノμ婿∫1昭

　Rα〃μ〃α4螂く1～48砂α6ノ掬〃∫’5

　Vα♂81・どαノ～6ZZαoZ∫‘01ゴα

　γガ‘’α痂，等漉α

　▽乞。盈孟8‘π砂6η’zα

　Rαπど〃～α4Z4∫ごα麗0ノ～ガ8〃3’∫

　Eoんfノ～061L♂oαご1膚κ5－9と認～

　vピ磁ωzgμ∫晒Z～‘・vaL∫・碧伽臨

　Roγ吻α加‘翫α

　Eが98’りπ♪ん∫zα漉砂1～ガ。”∫

　50〃ビ1昭50Zθ耀偲～イ∫

　調査地　　Fundort：Tsuchiya土屋．

群集標徴種及び区分「種

　ノミノフスマ

　コオニタビラコ

　ムシクサ

上級単位標徴種及び区分種

　スズメノテッポウ

　セトガヤ

　タネツケバナ

　カズノコグサ

　タガラシ

随伴種

スズメノカタビラ

ナズナ

セリ

オランダミミナグサ

ゲンゲ

キウリグサ

トキワハゼ

ッメクサ

スイバ

ハハコグサ

ヤーマキツネノポタン

ノジシャ

スズメノエンドウ

カスマグサ

ケキツネノボタン

イヌビエ

ヤハズエンドウ

イヌガラシ

ハルジオン

ハルノノゲシ

；ず

11’2

i鴇
i3．3

i・・2

1＋

1・2

十・2

十

1・

13・3
｛＋

i＋
i．

1．

o

i∵

●

■

●

●

●

●

●

1・2　1。2

！・2　十・2

2・2　十・2

2・2

十

1・2

2・2

十

2。2

十

十

十

2・2

÷

●

十

十

十

●

●

十

十

●

●

●

●

●

o

2・2

十・2

十

。

2・2

十・2

1・2

十

十

●

1。1

！・2

十

1。2

曹

。

●

●

十

！・2

十

十

十

十
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　水抜きされた湿性の泥土上に生育する植物群落の構成種群は，10月ごろ，すでに地表面に発芽

し，3月の気温上昇とともに生長が早くなり4～5月頃には，いわゆるゲンゲ畑となって休耕水

田を多彩な色彩のお花畑でうずめるようになる。構成種の主な生育形は，ロゼット形や叢生形

（堀川・営脇1952）　で短期間で結実し水田が耕起される時期には，種子は水散布によって拡散

される。照植えの時期に水田に水がいれられると，ノミノフスマーケキツネノボタン群集は消失

し季期の水田雑草群落であるウリカワーコナギ群集の前群がイネに混生して生育するようになる。

　このように水田雑草群落には，冬季と夏季に分けてふたつの型がみられる。すなわちイネの播

種から田植え，結実の期間をイネとともに生育するウリカワーコナギ群集で代表される夏季水田

雑草群落と秋に水を落としてから，翌春，耕やされるまでの間，生育しているノミノフスマーケ

キツネノボタン群集でまとめられる冬季水田雑草群落である。

】D　植　生　図

　植生図は群落分類概念によって抽象化された群落単位の具体的配分を地図上に描いたものであ

る。植生図は基礎科学のみならず実験的，応用的な目的に対しても利用される。基礎科学として

は実験生態学や地理学・地形学などの隣接諸分野の研究の基礎としてだけでない。さらに植生を

通じての自然診断，卸商の保護，再利用，復元などの基礎資料となる。また調査時の植生の具体

的配分の記録（ドキュメント）として，景観や植生の変化と対応して比較される基礎図としての

役割はもっとも重要とされる。

　植生図化は縮尺1：10000の地形図を基礎に植生調査を玉｝z益して地図化が行なわれた。隣接都

市の調査資料をもとに現存植生図作製指針が相観を加味して作製され，現地踏査により新しい凡

例をプラスされながら現存植生図が描かれた。また室内で1974年撮影のカラー空中写真を基礎に

各群落の配分や境界線の再検討が行われた。さらに現地踏査を中心に残存自然植生，残存木，代

償植生とのかかわりあり，土壌断面，土地利用形態などと総合考察しながら潜在自然植生図が描

かれた。印刷は1：15000の縮尺に縮小されておこなわれた。

　1．現存植生図

　現在野外に生育している現存植生を対象に，植物群落単位の具体的配分図として，縮尺1：

10000の地形図に現存植生図（Actual　vegetation　map；Kar£e　der　realen　Vege£ation）が描か

れた。平塚市では自然植生はきわめて面積が狭い。したがってとくに狭い面積の自然植生につい

ては面積を幾分拡大して描かれている。また代償植生で狭い面積と，分布が少ない場合は凡例を

複合させ描かれている。平塚市の植生図のように1：10000の縮尺では，およそ現地での10斑が

1mmで示されている。

　凡例は植生調査資料を基礎とした群落から自然植生14，代償植生22，その他7の凡例で描かれ

た。
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o

1 2 3 4 3 4 5 6 3 4 7 8 9 Ic 9

　　　　　　　　　　　Fig．！4　現存植生群落配分模式

　　　　　　　　Schematische　Darstellung　der　realen　Vegetation

l＝開放水域（海及び池）　Offenes　Wasser（Meer　und　See）

2：ハマグルマーーコウボウムギ群集他（砂丘植生）

　Wedelio－Car気cetum　koboInugi（D資nenvegetation）
3：クロマツ柾〔林」拷ノ～〃∫オ1～～’1～～♪8’宮！1－Forst

4　：奮三　　　宅i’　　重也　　Siedlung

5：イノデータブ群集　Pollsticho－Machiletum　thunberヌii
6：クスノキ植林C1〃〃‘z〃～o””’”’cα”ψ1～o’u－Fo「s之

7　：工　　　　場　　　　地　　Fabriken

8：ケヤキ植林（神社林）Z8Zん。拠∫8η窃8－Forst（Tempel　Forst）

9＝ウジカワーコナギ群集（水田雑草群落）

　Sagittario－Monochorietum（Reisfe1（レVegetation）

玉0：カラスビシャクーニシキソウ群集（畑地雑草群落）

　P量nellia　ternata－Eupl〕orbia　pseudo－chamesyce－Ass．
　　（Ackerunkrau悩GeseUschaft）

　　A　自然植生

　平塚市の自然植生は河川，海辺および平塚市西部の山地・台地・丘陵地と比較的隈られており

面積が狭い。自然の森林植生は緑系統，草原は砂丘地域の草原が肌色から橋色系統，河辺の湿生

草原は青色系統で描かれている。

　平塚市の自然林あるいは自然に近い植生は八幡神社裏山のイノデータブ群集，根坂閥，土屋，

吉沢，北金目に分布しているヤブコウジースダジイ群集，シラカシ群集，イロハモミジ～ケヤキ

群集があげられる。イノデータブ群集，ヤブコウジースダジイ群集は古くからある屋敷林あるい

は神社や寺の社叢林として残されており典型的林分が数ケ所みられる。シラカシ群集については

残念ながら完全な自然生の典型的林分は残されていない。ケヤキが高木層に優i占し，薫高木層に

シラカシがわずかに1～2本残されている植分や，アカガシ，アラカシ，カヤ，ケヤキなどの混

生林分になり低木層にシラカシが生育している十分もある。したがってシラカシ群集で示されて

いる三分は平塚甫では半自然の林分まで含まれている。イロハモミジーケヤキ群集は高麓山山麓

から告沢の奥の谷間に分布している。

　平塚甫ではさらに自然草原が河辺および海辺に残されている。河辺は雑草の種群のハイマート

（Heimat；ふるさと）といわれるように，冠水，有機物の堆積など自然による影響がきわめて強
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いため耕作地雑草群落に近い植分が窃然状態あるいは半自然状態で生育している。また海辺に続

く砂丘地域は乾燥，塩分含有量が多いことなど一面的で極端な不安定な立地（砂の移動）条件のた

めに森林の成立が照難で砂丘草原を形成している。一部サイクリング道路建設や造成により砂丘

植生に他の雑草群落が混じているところもあるが，種組成的には膚然植生に含められている。

　B　代償植生

　潮懸シバリーコナラ群集及びイヌシデーコナラ群落で示される二次林やクヌギーコナラ群集は

平塚市西部の丘陵地帯斜面に広くみられ春夏秋冬のたたずまいを変化させみせてくれる。

　平塚市は中央から南部にかけ市街地が集まっている。自然植生はわずかながら周辺の外側に残

されているが，人聞の手によって変えられた代償植生は婆心円状に市街地およびその周辺に広が

っている。

　平塚市でもっとも広い面積を占めている代償植生は平塚市北部に広がる水田雑草群落である。

耕作放棄後の年数によりヨシ群落，ミゾソバ群集他の様々な形態の立地に応じて住みわけている。

　平塚市では神社林としてケヤキ植栽地が多い。このケヤキ林は自然に近い林分として懇懇植生

に区分したいが種組成的に不完：全な群落で植生調査ができない状態にある。すなわち下草刈り，

落葉かき，あるいは強度の踏圧による裸地化などでケヤキが生育しているだけの立地が多い。し

　　　麹蜘．

慈心瀧
　騰
曝鍵　・

ぜ遼
麟
　　　灘輕

‘墾・

懸麟磁無謬欝
欝

灘第

鋤毒

　錦

　Phot。40　谷部の湿地帯に広がる水田。

Das　Reisfeld　ausbreitet　entlang　feuchten　Talen．
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饗懇

懇

Phot．41水田に接した沖積地にはクリ・ナシなどの落葉果樹園がみられる。

　　　Sommerg瓢ner　Obstgarten　mit　C‘z∫’αノ～θα‘ノぞ〃α如，君yプ～’∫ρツ7’施Z忽var．

　　ぐんZ’αauf　AlluviaレBoden．

鍵馨難1…醗

離嚢磯繕鐵繊1
Phot．42一年目の耕作放棄畑地。メヒシバの下にヨモギの芽生えが一面にみられる。

　　　　　Aufgegebener　Acker，　nach　einlahriger　Brache　mit　Jungpflanzen　von

　　　肋召〃商αρ廟吻∫unter　d・minierender　D忽加磁α45ご8〃伽∫．
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たがって自然植生にまとめられずケヤキ植林として示されている。さらに平塚市内ではスギ・ヒ

ノキ植林地，クロマツ植林，モウソウチク，マダケ植栽地及びメダケ群落がみられる。

　スギ，ヒノキ植林は面積が狭く，隣接都市に比較し平塚斎では比較的少ない。平塚市西部の谷

地にスギ，ヒノキ植林がみられる。クロマツ植林地は海岸沿いおよび八幡，中原に一部みられる。

モウソウチク林は平塚市北部や西部の丘陵地に，マダケ林は岡崎に現存している植分がみられた。

メダケ群落は土屋橋に植栽されているが相模川下流須賀にもみられる。

　外来種のニセアカシア植林が浜竹，根坂間など3ケ所でみられたが，いずれも面積が狭いので，

二次林に含められている。

　水田に接した沖積地ではクリ，ナシなどの落葉果樹園が点在している。また耕作畑地は台地や

丘陵地上に，あるいは相模川や花水川の沖積地に広がっている。

　平塚市ではアズマネザサーススキ群集やチガヤ群落の面積が比較的少ない。また金目川の土屋

付近でイタドリの植分がみられた。植生図ではススキ草原にまとめられている。ススキ草原に類

似して頻繁な刈りとり踏圧などにより持続しているシバ群落はススキ草原よりまとまった面積で

みられる。平塚市西部のゴルフ場，あるいは湘南平，工場や学校，公共施設のシバ草地がまとめ

られる。

　Phot．43金目川の石垣上に発達しているイタドリ群落（土屋橋）。

　Geschlossene　Ib4ygoππ7πα‘口外αごz‘η卜Gesellschaft　auf　einer　Steinmauer

（bei　Tsuchiya－BrUcke）．
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　平塚市の現存植生図では中央より南部にかけて市民の居住地，活動地が集中し，週辺部にまだ

半慮然植生や一部自然植生を含む田園景観が広がっている。

　　C　そ　の　他

　一定の面積をもたない植分たとえば庭に植栽された常緑広葉樹や（潜在）自然植生構成樹種の

多い集落は1凡例に図示された。商店街，市街地などほとんど緑がない地域，工場地，造成地及

び裸地，埋立地，自然団地，開放水域が別に扱われた。

　工場の敷地では雑草中に帰化植物が比較的多い。また工場地が集まっている地域を認識するた

めに1凡例にまとめられた。平塚市八幡，中原に広い面積でみられる。造成地及び裸地は現在全

く植物がみられない地域があてられる。人為的影響による裸地では，グランドの中央部のように

踏圧がとくに激しい場合には裸地化する。埋立地ではオオクサキビなどの雑草が入りこみやすい。

本報では埋立地が無植生の場合区分されている。水難埋め立て地で平塚市北部にみられる。自然

裸地は河川中の土砂堆積地，あるいは海岸の風衝の強い砂丘地帯がこれにあたる。河川，海，無

植生のため池，プールは開放水域として示されまとめてれている。

欝欝講 灘鯉継継灘無熱鯖畿翻／

灘魏鍵馨

　　　　Phot．44緑の植栽の多い住宅地。大磯丘陵山麓部のような昔からの

　　　　　　　　古い集落は安定した緑の多い住宅地を形成している。

　Siedlungsfl紬e　mit　gr養nen　Baumen．　Wie　am　FuB　des　Oiso－Plateaus，　der　von　alten

Siedlung　besetzt　ist，　bildet　stabile　Siedlung　mit　standortsgemaBen　immergr慧nen　Baumen．
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　2．潜在自然植生図

　現在，一切の人為的影響を停止したら，対象とされる立地が現在の時点で本来どのような自然

植生を支えうる潜在能力をもっているかという理論的に考えられた群落を具体的に地形図に描か

れたものが現在の潜在自然植生図（todays　poもential　natural　vege宅atioa　map；Karte　der　heu－

tige厭potentielhat茸rlichen　Vege£ation）である（Ellenberg，　H．1956，舷舷en，　R．1956他）。

　潜在自然植生図の作製は自然植生に近い残存林分を基礎とし，残存植分の主要構成種と考えら

れる種群とくに永年生の残存自然木の追求が第1とされる。さらに自然植生はそれぞれ一定の代

償植生しか許容しないことにより代償植生の調査が役だつ。したがって植生面では残存自然植生

と代償植生の比較・対応，さらに土壌断面，：景観像，土地利用形態，地形，地質，水分条件など

が総合的に考察され，潜在自然植生単位が判定され地形図に描かれた。

　1。　マサキートベラ群集

　　　Euonymo－Pittosporetum　 tol｝irae

　　国鉄東海道線あるいは国道1導線以南はかって砂丘が汀線に平行に数列走っていた（香川

1968）。　しかし土地造成によりならされて・現在はその面影はあとかたもなくなっている。今日

では湘南道路周辺は防風林・防砂林としてクロマツが植栽され，風衝により頭の先を枯れさせな

がらもやっと生きながらえている姿が何列かみられる。海辺から離れるにしたがいクロマツの生

育状態もわずかに異なり，生き生きと生育するようになる。

　　このような風衝が強いが砂丘がある程度安定している立地は海岸性低木群落のマサキートベラ

　群集が潜在自然植生と考えられる。

　　一般にマサキートベラ群集の生育地は海岸の風衝断崖地，あるいは砂丘のやや安定地と考えら

　れている（宮脇他1971）。したがって，クロマツ植林内に補植を行う際にマサキートベラ群集構

　成種を植栽復元することにより現在のクロマツ植林以上に自然に近い状態となり飛砂防止，防風

など，より海岸線および内陸側の環境保全の多様な機能が期待できる。

　2．ヤブコウジースダジイ群集　a．典型亜群集

　　Arδ量sio－Casta皿opsietuln　sieboユd隻圭，　Typische　Suわass。

　平塚市中央部から南部にかけて古砂丘地帯が続いている。現在は造成により宅地に利用され平

塚市八幡の八幡神社および月湘庵にスダジイ林が一部残されている。残存林分の立地を比較する

と，風衝がマサキートベラ群集よりも弱い安定砂状地ではやブコウジースダジイ群集の生育が判

定される。排水がよく，乾燥しやすい立地条件が特徴的である。また松風町の月湘庵では明治末

期に植栽された庭園が，現在常緑広葉樹とクロマツだけが残り種組成はヤブコウジースダジイ群

集を示している。残念なことに落葉かきがひんぱんに行なわれているため林床は裸地が広い。
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　　　　　　　　　　　Fig．15　潜在自然植生群落配分模式

　　　　　Schematische　Verteilung　der　potentiell　nat貢rlichen　Vegetation

1：開放水域（海及び池）　Offenes　Wasser（Meer．）

2：ハマグルマーコウボウムギ群集（砂丘植生）

　Wedelio－Caricetum　kobomugi（KUstendUnen－Vegetation）

3：チガヤーハマゴウ群集　玉mperato－Vitecetum　rotundiforiae

4：マサキニトベラ群集　Euonymo－Pittosporetum　tobirae
5：ヤブコウジースタジイ群集典型：亜群集

　Ardisio－Castanopsietum　siebQldii，　Typische　Subass．
6：イノデータブ群集　ケヤキ距群集

　Polysticho－Machiletum　thunbergii，　Subass．　vonZelkova　serrata
71クヌギーハソノキ群落　Qz‘81τ」‘5αα漉謡ノ澱ぜ1Z〃‘∫ブ妙。航α一Gesellschaft

81ハンノキ群落　・4Zπ～f∫ブ妙。／z～‘α一Gesellscl〕aft

　b．アカガシ亜群集

　　Ardisio－Castanops藍etum　sieわold隻i，　Suわass．　von　Quercus　acuta

　平塚市岡崎・吉沢・土屋などの丘陵地や台地外部の乾燥しやすい立地や，あるいは関東ローム

の浅い砂層地域では，ヤブコウジースダジイ群集アカガシ亜群集の成立が考えられる。アカガシ

はシイ，タブ林の立地からシラカシ林に移る台地肩部に，あるいはシラカシ林よりモミ林に移る

山地などに優占して生育することがある。ウラジ戸ガシ，アカガシ，ヒイラギなどで区分される

アカガシ亜群集は島状に平塚市西部に生育すると考えられる。

　3．　イノデータブ群集　a．典型亜群集

　　polysticho＿Mach隻韮etum　thunbergi量，　Typische　Subass．

　沖積地や新しい造成地などで土壌中の空気念有量が低いが，適湿地などではタブノキが高木摺

に優占する植分が考えられる。ケヤキ，エノキ，ムクノキなど落葉樹の生育は少ない。古い沖積

地や吉沢などの谷状地ではケヤキ亜群集をささえることができる。

　b．　ケヤキ亜群集

　　Po童ysticho一瓢achiletum　も難場蘇bergii，　Su萱｝ass。　vo蔦　Ze茎kova　serrata

　土壌中の空気含有量が高く，適湿地の場合はに常緑広葉樹のタブノキが優占するが，さらに高

木層にケヤキ，エノキ，ムクノキなどの落葉樹が混生する。旧い農家の屋敷林や，吉沢の谷状地
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などでも自然に近い状態で残存する林分をみることができる。相模川や花水川の沖積地で，まだ

固結していない立地ではイノデータブ群集，ケヤキ亜群集の生育域が考えられる。

　4．　シラカシ群集　a．典型亜群集

　　Quercetu凱　】myrs圭naefoliae，　Typische　Subass．

　平塚市西部は，台地や丘陵地となって東部沖積地や市街地をみおろしている。現在残されてい

る自然植生は，わずかに斜面や頭部にヤブコウジースダジイ群集やイノデータブ群集がみられる

だけである。とくに台地上のほぼ平墳な排水のよい立地上は畑地として利用されている。この台

地上の畑地は隣接都市の資料よリシラカシ群集典型亜群集と考えられる。シラカシ群集典型亜群

集は関東ロームの黒色の黒ボク土壌上に生育し，排水のよい土壌を基盤とする。西部丘陵地や台

地は関東ロームにおおわれ冬のからつ風に赤土をまい上らせ，広く関東地方の内陸の台地部を占

めている他の地区と一致する。

　b．　ケヤキ亜群集

　　Quercetum狙yrsin3efo蓋iae，　Su肱ss．　von　Zelkova　serra重a

　土屋の入りくんだ谷の奥などにケヤキが優醸している球分が点在して残されている。時に亜高

木層にシラカシが生育している場合と低木層にみられる場合がある。関東ロームが厚く堆積した

斜面で，土壌図の保水量や空気含有量が高い場合はケヤキ，クマワラビなど湿性指標種で区分さ

れるシラカシ群集ケヤキ亜群集の生育が考えられる。

　c．　モミ亜群集

　　Quercetu凱　膿yrsinae至01三ae，　Suもass，　voR　Ab隻es£irm3

　平塚市土屋の琵琶周辺には砂層が基盤となり，砂層上に関東ロームが堆積している立地が3～

5m局地的にみられる。周辺はゴルフ場や，畑地，二次林がみられる。屋敷林や二次林中に，平

塚市では少ないモミがわずかながら単木鼠に生育している。このような立地はシラカシ群集モミ

亜群集と判定された。砂層基盤の立地は平塚市では琵琶にみられるだけであるが，きわめて立地

が不安定で，大幅な造成などに対してはもろく，造成後の植生復元は困難である。

　5．　イロハモミジーケヤキ群集

　　Acero－Zelkovetu瓢

　吉沢の高麗山，浅間山の山麓部で凝灰岩が基盤とされる地域では，凝灰岩と凝灰岩上に堆積し

た土壌との間に水が流れるため比較的好湿生のイ悌ハモミジ，ケヤキ，ヤマグワなど落葉広葉樹

が優占する面分が残されている。シラカシ群集ケヤキ亜群集と異なり低木層にアオキやシロダモ

など常緑広葉樹が多い。一般に土壌が浅く流れやすい。土屋の琵琶では砂摺上に同様な植分がみ



114

られたが川の流れがそぼにみられることにより，イロハモミジーケヤキ群集の立地では土壌がシ

ラカシ群集ケヤキ亜群集に比較して浅いことが考えられる。

　6．　クヌギーハンノキ群落

　　Qπεrc配8αC画83ε配α一滋Zπ麗8ゴαρ0π2Cα一Gese豆lschaft

　河岸の一段高い河川敷や，沖積低地の埋め立て地など排水の悪い立地ではクヌギーハンノキ群

落の生育が考えられる。クヌギーハンノキ群落は，関東平野中部の低地に存在することが宮脇・

大場により報告されている（宮脇・大場1966）。クヌギーハンノキ群落は高木層に植林された。

あるいは自然のクヌギが多く，エノキ，ハンノキが高木層にみられる。低木層に／イバラ，ゴマ

キ，ニワトコなどの低木類が生育し，埼玉県ではゴマキーハンノキ群落として報告されている

（宮脇・奥田・井上1976）。クヌギーーハンノキ群落は土屋付近の比較的水位が低い水田地帯にも

その立地がみられる。一般に水田放棄地にオギ群落がみられるような立地はクヌギーハソノキ群

落の立地と考えられる。

　7，　ハンノキ群落

　　・4Z駕8ノαpoπ∫cα一Gesellschaft

　平塚市内ではハンノキ群落は全くみられないが，相模川，花水川の沖積低地にはかってハンノ

キ林が広く生育していたと考えられる。

　現在水照として稲作が行なわれているところでは，ハンノキ林の生育が考えられる。神奈川県

下では，きわめて狭い面積であるが横浜市の谷戸に一ケ所みられる（宮脇・藤間他1973）。ハン

ノキ群落は一般にグライ化した泥炭状の土壌上に生育しやすい。関東地：方では多摩地方（宮脇他

1968），筑波学園都市（横山・井手・宮脇1967），千葉県茂原（鈴木由吉1975）あるいは埼玉県

（鈴木1974）など報告されている。

　8．　イヌコリヤナギ群集他（ヤナギ林）

　　Sal量cetu臓　i鷹egfae疑．　a，（Sal玉x－W益1δer）

　河辺環境は土砂の移動と冠水，乾燥など極端できわめてぎびしい条件下にある。相模川は砂利

採取などにより中流部は急激に深くなり陸に接している。川の流水と陸との接点にはイヌコリヤ

ナギ群集が現在点在して残されている。イヌコリヤナギ，オノエヤナギ，ネコヤナギが低木群落

を形成するイヌコリヤナギ群集は，長く帯状に桐模川流域を縁どっていたものと考えられる。

9．　ススキ群落

　　！硬εscαπ軽んπs　8επθπ8ξ8－Gesellsc｝［aft

平塚市土屋の琵琶周辺に砂層が分布している。砂層地域が造成により裸出されたため，現在植
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生の生育がきわめて困難である。したがって先駆植生としてのススキ群落が潜在自然植生に考え

られる。ススキ群麹こはヤシャブシ群落も含め先駆植生が生育すると考えられる。

　10．チガヤーハマゴウ群集他（砂丘低木群落）

　　Impera重。－V藍tecetuln　rotund三£ol隻ae　u．　a．（D麺皿e黙一Geb簸sch）

　砂丘後背地の砂の動きが止まっているところでは，風に強く長い伏臥状に地表をはいまわる砂

丘低木のハマゴウ，テリハノイバラが優占するチガや一説マゴウ群集が発達する。平塚市では虹

ケ浜のクロマツ植林の前縁に一ケ所残存している。砂の移動が弱まり，腐植量が増加して土壌化

が進んだ安定立地に生育するため，砂の動きに対しては弱いチガヤが生育できる。

　i1．　ハマゲルマーコウボウムギ群集他（砂丘植生）

　　Wedelio－Caricet職kobo鵬ugi　u．　a．（K転stend伽en－Vegetat玉on）

　平塚市の海岸の前線で絶え．ず砂の動く砂丘上には飛砂をおさえて生活する乾燥や一面的で極端

な不安定立地に耐えうる植物群落が発達している。ブルドーザーで整地され，サイクリングコー

スに利用されている地域はギョウギシバ，メヒシバなどが生育し，安定している。このようなと

ころは前罪のチガや一命マゴウ群集にまとめられる。

　したがって砂丘前面の砂の動きがわずかながらみとめられる立地までハマグルマーコウボウム

ギ群集およびハマグルマーケモカノハシ群集がほふく状あるいは強い地下茎で植分をささえてい

る。

　12．　シオクゲ群集

　　Caτiceもu瓢　scabr隻foiiae

　相模川河口の砂泥堆積地は大きく湾入し，広い砂州状の砂浜を形成している。波の侵蝕が大き

く湾入した奥は10cm以上も急激に高くなっている。そのふちに田ソボに田植えが行なわれた状

態にシオクグが単生している。何度も冠水するためシオクグ1種で構成されているが，隣接して

ギョウギシバが水辺におりているのが珍らしい。このような乱波はシオクグ群集にまとめられ河

口部の半かん水に浸る塩沼地に多く生育している。神奈川県内では江虚説や天神島に報告されて

いる。平塚市では相模川河口に一ケ所みられ，また潜在自然植生もシオクグ群集と考えられる。

水位や地形の変化により消失することもある。

　i3．　オギ群集

　　Misca皿thetUI駐　sacchariflori

相模川の高い河川敷や花水川流域にはオギが白い穂を一面に風にふかせて波うっているのがみ

られる。オギが密生して優占し，構成種数は少なく，細砂～微砂を含む肥沃な泥土上に生育して
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いる。水位の変動が大きく，雨期には増水し多湿で，乾期に乾そうする冠水草原の中では，もっ

とも乾性地に生育する。

　14．　ツルヨシ群集

　　Phτaglniもetum　3aρGn三cae

　花水川，相模川の一部など礫の多い場所から細砂まで比較的範囲が広いが，雨期や増水時に冠

水し，かっ水期には乾燥しがちだが伏流する立地に，ツルヨシが単純な群落を形成する。ツルヨ

シは地上のほふく枝が発達し，洪水によりかえられた河川の陸地にすばやく4～5mも伸長し，

節から発根して群落発達のあしがかりをつくる（宮脇他1976）。セリークサヨシ群集とともに河

辺の最前列の先駆植生となる。

　15．セリークサ避シ群団及びアメリカセンダンゲサーオオクサキヒ群団

　　Oenanもho－Phalaridion　und　Panico－Bide競tion　fご011dosae

　金目川，相模川河辺の最前部にセリークサヨシ群集，ウシハコベーアオカモジグサ群落などの

草本植物群落が裸地に接して生育する。流速がひかくてきゆるやかで夏黍のかっ水期には細い流

路ができると流路ぞいに帯状に群落を形成する。増水時には年数回冠水し，上流からの栄養塩類

の供給をうける立地に生育する。

　16．　ヨシ群落

　　Pゐrα9〃磁ε8co7π拠μπε8－Gesellschaft

　相模川や花水川のやや水深の深い地域や，陸地と水面の接点にヨシの先駆群落がみられる。ヨ

シー種からなる単純な組成で，他の植物が入りきれない。

　一般に深い停滞水などではウキヤガラーマコモ群集が挺水植物群落を形成しているが，糊模川

では砂利採取により川底が深いため，流水のやや高い立地にヨシが先駆的に生育しているものと

考えられる。植生図ではヨシ群落として示された。

　仔．　ウキヤガラーマコモ群集

　　Scirpo　fluviati篠量s－ZizaR圭e亡um　latifo豆iae

　相模川河口のゆるやかな流れの水辺や，小流が停滞水となったところでは現在マコモが被度3

～4と高く生育している。一般にこのような立地にはヨシ，ウキヤガラ，マ潔モなどの高茎の草

本植物が密生する。

　土壌はきわめて粘土質に富み，微砂土である。相模川下流などきわめて狭い面積でみられる。
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　18．　ヒルムシロクラス

　　Pota騰ogeto職etea

　抽水植物が生育できない水深1～5mの範眠には浮葉植物と沈水植物による植分がみられる。

平塚市内におけるため池や貯水池などでは現在人為的影響が停止した場合降水にたよる立地が多

い。このような池やため池では，ホザキノフサモ，クロモ，セソニソモ，エビモ，セキショウモ，

ヒロバノエビモなどの沈水植物の生育が可能となる。

　一般に浮葉植物群落は構成種が少なく，より浅いところに分布し，沈水植物は反対により深い

ところに位置し，比較的多くの種群で構成される。これらは光の量に対してお互いに影響しあい

ながら共存している（宮脇他！971）。

　平塚市のため池や貯水池の潜在自然植生はヒルムシロクラスが考えられる。

　⑲．そ　の　他

　　SO薮S£ige

　海岸砂丘の波打ちぎわ，砂丘前線河辺の冠水が多い土砂堆積地など植生の生育が不可能な立

地は自然裸地として示されている。

　また海や河水は水中の植生は海藻類や藻類など特殊になるため開放水域として示されている。


